















凍 一章 ヂアセ トア ミドの綜最二 秒
斗 二 療 額 草案避 杜 の可軽蛙
斗三痴 男 鹿軍港 粗 の可能 蛙
身二幸 チア セ トア ミーF一高 覗 同族 輪番者の葡タト吸収 久,toク ト
汁
才一帝 Jfミti･基 の海 底 二晩勧
身 二時 Jfミ ド1 項 収 帝
身三埼 / キk丑 お よび Ⅱ J l吸収 帯
身町筋 イ卓Ft-Ⅱ おJL町Ⅱノ 境域 静
身五蘇 KBT 嶺底 の勝 也噴収 帝
I.功 夫頴 C-H東 南膿勤 現収 静
一身 三 幸 非席 式 イ ミFT3形舞最 や兼外二菅也 ･
身-葡 ->70 ロビオン ア キ草ゐ最 外 二 宮塵
身二筋 N-アセナノレ声 ロ ピ オン ア ミドd)各 年三色吐 ･
身三野 トH伊藤膿軌 ヒ戸fR州 釆購
牙可算 .>7 セ トア 卓 ドヒノ＼Tjヂン化 ア'L,刀)の周互韓軋 ･
曽 一席 ノ＼甘 ブ ン化 アlレカ リに よる 市外頓 呪スペ ク トルの
度比
津二 野 水 と爪立 の影 響
甘 三 野 ･域 収着D･虞争 0枚 封
身 町葡 弁舌鞄R 虫 z)戎鹿 - _t､1.
身玉章 ゴノ＼ク壌イモ~ドヒマV 才シ着 通 主幹苛畢竹の木耳 噂華
ス ILOク トル
キー 輔 東武 イ ミドGl卦寺 輯直 ヒ叶席 也




























































イ ミ ドの分 子横 道 の 研 究
理 静 の 報
う緒 言
アシJt/密着替 草体 ) ヒ5LンLl'ン漁轟払 .ノ()レピ ッー)L,萄誇 皐 蕗 J
謁 リ ン 静 養 良 の紙 iノ LJi っが のCE0結 合 とN-H帝各 ヒが真 互 1つ
連結 し挺 清 盛 を も ゥ多 く の 化 各 肋 が 直 菜 品 ヒ レ て 同 い ら れ て い る.
二glらa)化各 地 の各軸 ある いは博 良 化孝曲麻 罷 tl在外 吸収 ス ペク ト
ル 乞 萄 勤 に利 用す 75た め L=71ノ C-0繕~各 とN-H蝕 み crり購 求 壬yL
る歯 草 す膏 駐巷 七 品 -7番硬拍 a-化 合 物 の市 外嘘 収 ス o^ク トル 空充 脊
解析 して虫 ( ニ ヒが 止 尊 号 ある ｡ この逮 C)化 合材 力占 有蕨 屯卑 韓
TJ:もの. す1J:h -ち. C ･-0番 各お Jが-軒H蕗 各 各 一個 -t 専 っ モ ノ監
操 ア ミtih(Fe-CONH-R′)に っ Ll<甘. 二め も d)がポ リJe7d41ドの
モ 声 ル化 合 緬 で あ る た め J 産め 番 外嘘収 又 ,Tク ト,レヒ境 豊 ヒの厨直
故 に J7いて鍵 東 よ.) 暫 く h 諦 轟が 持 二 な わ れて お り 1.2) ノ C-N締金
a)毒 b り 4)内 部 屠 蘇 に 竜 ヒ甘 くC=-C)海 舟 ヒTJ-日韓 合 の 揮 軒 把 捉 畳
め安化Ln J･'て 一部 め肝 瞳増 収帝が い ちL;Lるしく賓 r3-っ r=療 将 変革
す カ ニ ビが 知 ら れ て い ち J)4
ニめ よ う /d一身 を形 に J為市 外唆 解ズ ペ ク ト}L,の相違由. 叶目線岳
の両側 にC=D鰭 dis:患ウ イモト､rR-CONCD-Rノl〕JZ計 して 営河
モいめ蘇 外 噴呪 えペ グ = レET影色測果 され てい 71-い TめJ ヰd)清澄_
と蘇 外 喰 牧スパ ク ト心 ヒ 47お産 避 妊常 盤 尚 兼帯 決 めd a滅 亡れ てノ
し1台｡











































































































































＼C-N- /Cf】 日0 0
= ~産品 里
＼C#N＼C/
占 - H B
Ⅱ A4Lge型
私 宅㌍ - ら域 レ ア セ Lア 相 のグロ口先,VA 溶硬の紫外感領収子
ペ グ い レ宮部具 し, こめ 形式 の互 電 算粗 の凍 封 空 港 こ す っ て LJる
泉 叫 噴 媒 ス Jl･ク い レt:おし､て. エノ ール 形 は α-6本健 か か レ嘉■ニ )レ
化合 物 の - 朝約 百樽親k L抱が J,て C-0沖 萄波 動 敬 の直下 屯示 す
と覚 え ら れ るがJ 真贋 は妊A形ノ B形 共 に e≠ 0 押萄 煽 動 噴収 荷 蛙
/7 ♂ 0 cm1-J 以 上 に習 わ れ る . a:氏 /5-0 0 伽札~/ 村 政 d]速 い
吸収 高 塩A, B 何 形 に_轟 直 し .奇 才<寮叱k よっ て 消 失 す る の で . こ
yi_モ エ ノ ール 形 のC=Nの樺 諸 波 動 峻収 亭 ヒ壱 たる こ kIi モ モ TdLL1A
廉 危A砂 ,B葡 Llずれの充外 嘘 収 ス o^ク ト)レも 工 } - JL,酵 た よ って
鵠 附 す 呑 ニヒは 卦 く 不 可 鮭 で ある . ニd)iL.と か らA髄 と B形 め 末
弟 喋収 R:JYOグ トル の 好 虞 が ケ ト形 ヒr ) - 打 形 D)婚 亜 吐 よ る ぜ む せ
を い こ と 75明 らか ℡あ る ｡
/* 吃 イモド基 音 老 っJt:各地 a 横 長賞 也埠 と し< 女撚 rz虜 わ yLい る




P鴫 - らtTN一札薫巧 妙 払 0着 罷 ヒ 岳故 象 形 (仇p･
/ C 4LC) と挽 歌真 舶 (凪 p･占3"a) の あ 奄 二 ヒ を報 告 し ,IA敵襲略
島 晶 が イソ H F 酸 さ は な しけ と確 鼻 し てい る /0). 堵 こそ′ :}ア
セ トア も 卜めA形 とB形 ヒが. ]ミドーイ ソイ ミ ド要 櫨 17打 た~す あ も
あせ あ る が 否 か 空中 壊 し 也 ｡ -> ア セ tア 葺 けt5形 の C-D伸締 接
亀 蛍 臨 /734{物 .L/甘 あ って , 帽 貯礁 エ ス テ'LLbC -0梓縛波動
教 鹿 町 由 raあ る p き ち kB形 は /2Ji o呪 -/ に 観 い 噴 頃 番 台 も っ
〔占)
衣. ･=れ 坊 新 車 エ ス テ ル ¢蘇 蛙 頓 収 葡 C)牡畳 Hjヒ一 昔 し てい ろ ｡
) ソ 1 ミド 形 は, 蹄 藤 エ ス テ )L,tf司じ一･<1:H3CO0-席 童 号 も っ乾
土 盛 争真 性 古 格 が j ソ イ ミ ド 啄 ヒ卦 克 寸b こ と 官 長 して Llろよち I二
者 え ら 九竜 ｡ しか し なが ら , この 鑑 真 はB面結 宙 ヵ /ヱJ 占 卸JJ
o 領 水 苗 が 普 水 煮 化 E7Lよ っ て 清 柴 寸 ろ こ と か ら 音 叉 亡yLう .
Tdrぜ fd:ら ば､ ィソ イ モ ド WJの 垂 水 泉 Ltl合 勅 封 全 く 同 族 IZCH3CD′
0-度 塵 と も っ 鼓 J 卓 然 /256th -/の唄 収 萌 せ 示 Lき ぬ 軒 TJ:ら T3 い
か ら や あ も . /7 90 cm p/ あ よか17L C C 亡.釈 -J預奴 に圃 す る
lj:上 の看泉 田A形 鰭 勘k対 し て も FT政 12鹿田 L好 古 . 鯨 ヒ4野 島 敵
で は, こ れ ら二 ･74)辞 域 に 強 い 嘘 収 帯 モ 二 五 才■っ kIフ て い 匂 D や .
イソ イ ミ L+形 IE 該 者 モ せ カ めは 益 R 酎 姓 とすみ . した が -7て′ ジ
7 セ ト1 ミ ト の烏･鞄 ± 形 低 JL ミ ト イ ソ Ji ミド 措 痘 宴 汝 に よ る せ ゐ 廿
は TJ-い ｡ 二 C,iLぅ lZノ 改 良 寄 え られ て き た_Jiき ド 巷 の 痛直要蛙倦 尽
す べ て A形. 日和 い すtれ の舞 為 に 封 し て も 曹長モ n ち こ と に な っ 占Q
芽 3帝 夏型 鹿 暴 虐 鹿 の 可 能 蛙■
昧 来 者 化 北 東 の ノヽ 甘 F LJ･置 操 体 の 分 子 路 {･崇 免 す る a)lて.煮 外 嘘 Lg
ス I<ク い レが しば し ば 固 い riylて き た が P) こ yld超 松 宮 蛙 妬 a)未ノ
年 嘘 収 ス ペ ク t.IL･ボ ー 殻 に い ち LI一句 Lく 栗 1.LJっ ft康 子 モ 荒 す 事 実 .i
享り圃 し た ija)で あ あ .
C-Dや N -Hの よ う 昏 睡 位 d)錯 卓 七 も っ身 許k あ い て も 争 塙 蛙 fT
じて,あ け′ 劇 と ぼ'モ }雷 虎 ア キ ト､性 お い て トラ ン ス 形 (町 ) と シス
啓 (V ) ヒ モ は ス ペ ク ト ルa)感 言 が 韓 韓 に 宴 L.-っ て い ろ こ と が'由 ら




















































=助 走 七 鮭か め る 色 泌 rz挿, A形 t,T3形 Lrや 14托 せ yt二 d)ニ づの
弁 手 形 絶対 転 t 也 . 止 ゐ 卦 音 形 か ら庶 外 嘘 JG ス ^Qク ト IL,陀乾 測そ れ
る十 べ て a)頓 収 高 官 守 衛 な く 帰 犀 寸 竜 賠暑･が あ79 p 分 子 の掘 勤 ス
,lOク い レ蛙 , 卦 与 の ヰ ィ 対 碑 蛙 にい も じる し <影 響 さ れ る 七 m で･あ
るか ら. :} アセ ト ア ミ ドA形 も よbi･日 和 留 晶 k わ け も 卦 音 形 で 決 定
寸 為 手盛 か ()蛙 , トラ ン ス-トラ ン ス 形 ヒ トラ ン ス シース 形 と LZ)対 頑 蛙
の栂 塵 r:あ る と君 き ら れ る. 令子 a)計 讃世 を舌 薬 す 為 Tz瞭 し て.
稀 薄 オ ス lごね サ 勾 よ う に 合 音 が凪 立 して 首 を す る藤 島 t:, 烏 竜 ヒ 虫
b-為 よ ろ Jて舟 言 が､路 墳各 号 と鹿 蛍 石相 互 作 拘 号 も っ燭 合 ヒ は 区別 し
て義 之 な く て 払 ,a-ら TSい . こ こで は 結 晶 内 lTZ.虫 け ち 分 与 d)封 政 吐
引 句園k して い 73の そ あ るが､ , 最 知 か ら頂 捨 鉢 与 とLb相 互 作 用 め 影
響 と 予 測 す 奄 6)出同 軒 苛 あ る か ら. 尭 寸'lトラ ンス-トラ ンス 形 L,よ ぴ
トラ ンスーシ･ス 呼 4)分 与が 摩 披 ヒ蒋 萱 i a燭 台 曲 射 車 睦 首 墓 碑 ヒ して
真 顔 -2す す め . 相 互 作 宵 の 影嘩 lてつ い て は薮 rz氷 果蕗 各d 同 港 と 同
塵 L て 藷 す る こ ヒ ヒ寸 怒 . 舟 碁 の射 角 蛙 は 封 碑 膿 据 C3っ くる息 韓
l7_J J'て 記述<L九′ トラ ン スートラ ン ス形お i ぴ-トラ ン スー:/ス 和 也 せ
れ せ れ C2t,ヒCs ヒ lZfd-ね D ニ a'よ ち と 分与 の 蘇 群が 凍 書 yt勘 菰
外 領 収 ス ペ ク トル に 或 わrLる t^き 覗収 轟 の 恕 ぜ旦水 準t2.よ っ て決 定
寸 奄 こ と が せ き も . L屯 が っ て具 刺 さ れ た 吸 収 端 L2)致か わ艶 k か
音 曲 射碑 唾 を 安 め ね こ とが で き や ｡ 兵 轟 C zz,ヒC∫1二浸 す る 平 面
令 喜 d)各 古 橋 軸 4)う ち′ 面相 頼 軸 性 す JIで 蘇 外 涛 蛙 で あ JDてノ こ Yt
klよ る 増 収 轟 の教 か ら 蛙 トラ ン ス-ト Jl ン ス 形 と トラン スーシス 形 を 直
別 寸 奄 こ ヒ 也 や 菅 な い ｡ - JQL 面 タト薙 動 そ ばCh,め- 酌 め 瀬 動 が 蘇
外不 満姓とな り. ト ラ ン ス トー ラ ンス 形 YTIトラ ン ス シー ス形 ヒモ市 外 噴 喋
スpfグ い レヒ理 hyLを 掘 勤 G)故 ボ 軍 TEって 来 る ｡ 両 卦 瀬 勉 噸 収 苛
の ら ち, 舟 殊 b-水 素 漁 碁の液 勤k よ 葛 も C)官僚 いて は すべ､て Pcot
か花-J 底 下 rZ現 わ れ , 竣 4)数 宮面 内頗 軸 吸 収 肯 よ Ij可敢 L)少 な Ll .
この 異 性 生 甘 して, KBr 鎮 拭 功 帝 外 施 勧 岨 収 帝 ゐ敏か らA形 おJt
が B野 禽 島 松 ぬ けも 令 手形 を米 発 Ltf々 ヒ ぎ み 良 ｡

































































































































二二 号 ダ ッ シ ュ セ4j･t/ヒ文 事 低 ま 水 素 化 合 物 1=園 する 童 で ある｡
レ辞鳴 動 数 で . 尊書凄 甘 滴札 内 T7-瓦 去 れ た卦 碑 津 に最 す7)す べ て の
腰 勤故 lニ珂 t/て とる . こ こで 博 市 外 酒 蛙 d)面 外 堀 動敏 が これ は 当 る.
僻 〟 . 潔p 7才 せれ 奉れ水 束 畠 Jが 雪 氷 蓉風 音 0)顛菅 J M 放 生 身 許 の
愚意/ fヱ J Izは卦 舌面 〔土 . 冨岡 〕 巧は あ る膚 軽 重 街 Dまbu
a)贋 姓 能 率 であ る ｡ トラ-/ス トーテ ンス形 甘比 1軸 fJ二Ⅷ軸 t=宣長
する よ うに とっ て あ る. 展 蛙 亀 率 の 計 算 lヱ隈 Llて, 結合 開陳は C-N
- /･jI A. CFO- /･Z / AJ 去 i が C･H5-C- ′5-ゲAヒ L/C杵S
姓喚 点 と して 叔浪 し 一 . 蕃 言席 宙 は す べ て ′l Coピ LE o これ らの
櫨吐N-メ4･ル ア セ トアキ 甘血基準痛 勤計茸に陳 して 汲 博 さ れ た値 を
あ る /4)｡ 東割桂 E'汁尊 に は身 二歳 E=泉 した原 動 数 b 卦 を 用 い た ｡
A静 m TLN-H ヒ して 捷 二 重 番 む ピー ク め 平 掩 蔽 Pヱ占 加 -12 用 いた･
卦 算 緒 業 苦 尊 王 義 )=京 す ｡ 噴 収 帝 a)中 正 芭 沖 童 riJ)L= よる 失 弧 魚
津三乗 頭 の 乾 則
缶島 珍 食 言 惨 劇 廉 直 Trv/lTy′
賓 翰 樋 東 剖壇
A lラ ンス ー シス A'J ′.3SL /.J 半
日 トラyス ー トランス､ B.Z /.38 / 3ヱ
C)喪 差 か ら弄 え て一 略 々 帝属 す JtL吾 一 軒 が 渡 られ て い る ニ ヒが 判 る.
以 上 kBTl鞍 域 む 噴 朕帯 にJDL1てお こ な- F'た よ うT3:辞 紳 在解 析を
JVELCe,津城 の吸 収 帯 rzj叶 して を こ巧 ち た め 陀 tiノ ジ了 セ ト了 ミド
由A鞄 宙 etが B形烏 轟 比国 寸 奄 声 一夕 ぼ t}否は市 恵 卦モ ある ｡ し
か し耳 が らA形 お JLがB懲 梼 亀 陀 お け 奄令 手形 Jヾ 蛸 ら J､rzFi-ク f=Fl
め , これ ら の蘇 外 喰収 ス d^ク ト JL,セ 用 い ･Z . 他 b非確 式 Ji竜ド ある





凄二章 ジ了セ ト了 ミ ド高級 同族 体鹿 島
の赤外 吸収 スペ ク トル
産直 垂 ら浄 牲 頓 収 番 号 爆 虜 寸 も 陀 は. 同 一竜 鮭 基 音 もっ - 垂 の 同
島 列 化 合財 の 赤 外 噸 塀 ス Q^ク トル モ 教 歩 く 測度 t,て一 束 盈 tz観 ･;ErJき
れ る 吸 収 帯 を貰 付 け 出 す 青 津 が.最 も基 本 的 塔 も わ や あ る . 塊 に エ ス
テ ル(). 溝 拓 替 jf)に つ い て 紅, こ の方 法 ヒ 才も 清 瀬 す べ 書 評 免 が 由
こなbh て LHbが . 草 魚 空合 も 色 艶 墓 T21つ し1て は ノ この j:うな 岡 見
軌 は殆 ど な さ れ て Llな い. 若 者 は 非 演 武 Jiモド の〟,ZCe 傑 威 4)終 盤
領 収 帝 を静 赦 す 匂 た め ノ 現を立 の雑 感射 ミ ド金 武 泉 ′0㌦ こい
て〟-ア セ ナ)i,jhロピ オ ン ア ミド. ジ 戸 口 ピ オ ン了 日 工 N-フ中ロ ビ オ
二)L,一花-7tケ )レア ミ 世 良⊥dtftJ一升｢ヌ +'tJ了 もtiho 吋 鼓 の非 番 式 イ 主til
を合 威 し, 塗 れ ら 勿N-量水 泉 化 合物 ヒ 共 に 蘇 見 境 収 ス ペ ク トル セ 謝
尭 した ｡ 本 章 で 杜韓 晶 状 態 の 菰 外 噴収 ス ペ ク い レt･Z圃 し て緒 ら叔
r･,_h]盈 モ直 バ為 .
牙-薗 イミド基LZ)埼鹿 掘.勧
本 葉 そ 永 瀬 ち 町 重 め 拒簡 裸 昨 潰 封 ]ミ ド時 ′ 兵 籍 急 落壌 t し て永ノ
ユダ } - JL,, エ ー テ 'L, グ ロ Tj ホ )レム蔚 よが 可 温 化 炭 乗 の い す 九 を
囲 い f2滴各号も町 出 し と 勝 島 の 赤 外 嘘 収 ス ペ ク t.)1/I乙頼 盈 也誰 め ら
れ75か J'鞄, こ か ら甘 塩 a)* 嶺 或 Jiミ ト の 赤 井 頓 収 ス ペ ク い レ 法
主 ヒ 類 収 し た準 故 . 教 喪 宙 よび 筒 状 と も っ い < っか a)嘘 塀 帯 管長 し
てい る ｡ 孝功 好 手 草 凍 二回 ヒ 未 す｡ ニ こそ 5 .2.fc 脚 ~/ ,
∫ /f C 脚 ~/功1起 し､ニ 春 の 噴 擬 音 ノ /7Jo c4n-/村 血 わ簡 し一項 収 蘇
屯 巳 は , いず れ も ジ ア セ トア ミ ド軍弔J蹄 串に 頻 敵地 ヒ碍 b h でい た
も 9)で あ りJ これ ら の高 根 同 換 体 m 緒 島 中 で 4)卦 音形 が .野 砲串 良
中 の 15 7セ Ttア ミ Lt4)各 省 弔 ヒ同 一 で あ る 二 と セ孟 1.,て い 号 ｡ 蘭
書-Gl並べた よう に . ニ a)分 与 取 持 トラ ン スー トラン ス 他 と 語 え ら h 為.












































られ て お りノ これ ら を共通 由亀 駐 兵 た 75 イ ミド 泰 の碑 蛙振 動 ヒ帰 島
す ね ニ ヒ皆 蔚 鼓 では ,SL1 ｡ 撮 動巌 が 施 政 錬 成 k あ る ] ミF墓 の
椅 吐 撮勤 め盤 ヒ 予 想 t Yl奄故 数 乾固 号音 4着に 昂 寸 ｡
オ 町 衷 NaC且 頗 威 の 野 娃碩 動 の故 と領 域
フ1く養IL各卸 豊永乗化身物 象 威
～-日 伊 鞄 /
N-P 伸~ 確 ♂
C=O 押 勝 z
C-N 伸 臆 ,a
～-H葡国賓薗 /
N-D面内 要衝 o
a jc♂LP ノ- JJ♂♂
/ ヱヱ D♂ ～ Zfc♂
ヱ /占∫♂ - /㌔♂β
ヱ ′doO J～ //L99
♂ /占♂♂ ･～ ノ/♂♂
/ /♂♂♂ ′㌧ ㌔ ♂♂
イ ミド 墓の 蒔 漣吸 収 帯 を帰 農せ る 隈 ヒ各 尭 7Zす ね もd)沌 モ ノ畳 凍
ア キ ド塞ICO卜1臣の厨 也 吸 収 晶 で ある ｡ こ れ ら二 産 顔 bj疎音 固 持 .
鼻 く 同塵 の勝 也 痛 勤 とも ID て 白 L), 畦 花 内患 が 一朝 異 な っ て い る ぼ
けt･ある ｡ モ )置換 ア ミ ドの中 で ,衛 に叶メ サ 8,7 セ ト ア ミ ド
にっ し1て は 詳 射 す蹄 賢 が 虫 こな わ れ, すべ て の現 収 第 0 帰 島 が 噴 ら
か に 有 ってい る /4)｡ ジ ア セ ト7 手 打 5両 お よび 高碑 同 敬体 渡 海 の
蘇 PL唖 収 ス D^ク トル/TZ栗 鼠抱庇 わ れ る噴収 量 埴 ノ 且 の 六 時 め放 置ノ
鹿衰 ′ 敏もJtLr蜜7K東拙 め降 の蕃 勤 め鬼 に 画 しノN-メチ ル了 で トア
ミ ド 4)埠 蛙吸 収 帝 lZよし1対応 を末 し て いるD こ Dこ ヒkf｣ ミ ト塞
の特 捜 吸 収帯r=寄与 す る 精 勤 里 が ノ 封lSLSする モ }畳漢ア ミド 養 D賂
亜 頓 吹 希 rz審与 す る 碑 和 製 ヒ嶺 披 し て い る ニヒモ置 味 す る. Lcc0
- 4,0c c4左/rz出 窺 す る モ ノ最 深 ア ミ ド の牌 性 噸 収 商は ア ミド 1-
町境 収 帝 と命 も さ托 , こ 由う ち 里 水 菜 化 に よっ て 現 穀 め 牙っ fa彰の
rzは 3Etッ シ 1号 付 し て呼 ばれ て い る d)で ノ 比 敦 の 埋 草上 , 対 束 する
′
イ ミ ドの韓 蛙 唄 収 量 -1イ モ ド 工- Vlお よび･皿 .皿′′V',Ⅶ′ヒ呼ん モ･
亘7'lす る ニヒ t L.T-" これ ら 33痕 勧 数 とJl昭 o)飯 屋 壬. ～-3 4-IL,
7 ~ヒ トア ミ トしめ 対 応す る醇 は 竣 塀 節qHG と乗 じ 甘 五泉 に 荒 し,慣 々




























































































































































身三筋 イ モ ド Ⅱ お よ び Ⅱ ′吸 収 帯
す ,^lて D B形 盤 古 に 観 測 され る /i-0 0 0g{I村 血 の巾 永 い 攻 収 帝
官 J ミド 甘 .TB収 爵 ヒ呼 訂 ｡
この 唆 収 薪 は トラ ンス 形 毛 )畳挽7ミ ド の ア ミ ドⅡ vb収 着 r?_対 敵
i, ET威 1二里 氷 東 化 で 消 失 1 石 ｡ 前 茸 1乞 お い -Z･J 二 の 境 界 希 が ジ
アセ ト ア ミ ド A形 鱒 晶 ヒ 石 蕗 圧 す ろ こ と 官血 -^. こ め こ と か らA和
衷 J:tfB 耐 暑 亀 lLあ tl為｣ ミtith昔 が ト ラ ン ス fIJ'-ao～H一間 か 良
彦 とも っ こ t,モ推 鼓 し F-U , 二 二で は ト ラ ン スートヲ ンR.葡 JI ミ ド に つ
いて . この噸 塀 帝 の 挿 卸 故 と源 勤 型 に 常 i Tb th i/い看 県 Tiお こな
い. モ ) 置 換 ア ミド の ア ミト丑 増 収 帝 の ま亀谷 と 比 経 験 前 号 も｡ ア
ミド Ⅱ現 収 蹄 の 席 数 型 に つ い て rlJ J･} <の締 苑 寿 ゐ孝 軸 な 砕 見 l･l･" ｣
の韓 某 J 八トH面 輯象簡 液 勧 ヒC-N沖帝瀬 勤 の i]ツ7,り ング･した頒 勤
型 を 苗つ二ヒが 明 らかlこされて い 乱 Lたが っ そ , Jlミt.L丑 吸 唯 轟 lZ射 して
岩岡壊Ta波 動 型 富 者えれはず しIa)であ為 か 二′イミド ご 匝C-hI鞄 台が ニ掴 あ
るの で 孝 席 が J L < 異 有 っ て L)声 . トラ >ス トー-1:ン ス 如 よ光 二歯軸
を i ち遺 産 を 紅 三 植 わ 占東挿東線番痩 C-o伸娼婦 軸 m 慮 各 と満
席 姓′ 塵 封 碇 . 封 汲 め 二 つ め施 動 ヒ TJ竜 . 二 の う ち トH面 何 包 帯
抵 勤 ヒ jJツ 7qり ンjLL 賂 為 dH 3一 社れ Y 同 じ再感 蛙 と も っ (軒 縫 直
a / に 慮 す る 〕 旦 計 爵 梓 溶液軸だ け で あ る . L,たがLっ て トラ ン スー
トラ ンス 形 Jfミ hl､の / きド Ⅱ 吸 収 帯 は . N-Ll面 内 壌 弔旗 勧 ヒ C-～-C
車 対 両神 揖根 知 a)iTtY7pI)ン グ Lr=掃 勤 に 帰 亀 7Sh ろ 二 ヒ句中池 亀 ･
こd)唄 収 着 の 現 数 は. ～-メケル ア ヤ ト-7ミ ト の 7 ミド E:嘩 現品 l(
/I g7 秒 で ′J rz比 し 底 現 数 判 lニ わ .)ノ 葡 鯨 の イ モ ド 工堀 世 帯 笥ヾ ア
ミ ド 1 覗 輯 帝 よ [)蕎 波 数 で あ る わ と亜 )二な って ､1あ ｡ 二 の こ と ば.
-co山LJ-古色は-coNHCO一基 El為 し,て は G-0 0結 合 諜 教 が 高 く
摺 る 鎧 C-N カ 結 各 次 数 は 値 < rSも とし､ら -蝦削 匂＼ら め 予 想 ヒー 韓 し
て い も .
ト ラ ン ト トラ ンス 形 Jl ミ ト k:お L､てはノ イ ミ ド正確 収 請 l二 親櫛 し
て い T5 H C-～-C対 宿 舟 満 腹 軸 LTよ る 鴫 政 市で 観 測モれ る 蕃 や あ も 打
身二癒 せ 述 べ た C三D梓 鳴 瀬 動 の 法 度 比 ヒ 圃 す ろ 〔/-3) 式 を C-IJ-
































他 4)ア 七 年 ,L･基 と もた す 日高 喪 fT表 法 は /I P c ㌫ /A)噴収 着 rz=I､け
モ京 寸 よ う に な る ｡ = わ ら 句 境 収 肩 を イ ミ ド 皿,R 世 帯 と ヰ3㌦ Ji
ミ ド皿 頓 収 番 は 垂 71<東 化 で 増 兵 す る d)Z･., ～-H面 巧 敦骨振 動 の 寄 与
官費 O-て い ち こ と 打 明 ら か で あ る ｡ す 1=わ ち ー N-H面 内 茨 南 聴 動
は CIN-C直 軒 耕沖 輯原 動 ヒカ ウ7-リ ン 7･し て. Jlミ ト jFを よかL皿 現
収 帝 を 出盛 せ し め て い る と 帝 獣 去 れ る ｡ 一方ノ竜 氷 菓化 合 物 で 辞
9Pク` へ ヂ5-0 朗で′I=ヰ 尊 蛮 喪 の 軌 Ll噴 収 骨 が 洩 わ れ 旬 が これ 店
主 と L･て NID面再寛 骨 頻 勤 k も k j く徴 収 帝 で あ O ノ 対 柾 す る モ ノ
置 頗 ア ミ ト の藤 倉 ヒ Tiらっ て. jIキト 打 領 収 帯 と 呼 ぶ ゐ ザ 亜 畠 で あ
るQ
N-7-とケ ル 7977ピ オ ン ア キ ト 功 み が =庫 の j キド Ⅱ吸 収 帯 と示 す
草薮 披 次 の よ う T=解 釈 され ろ ｡ ト ラ -/ ス-トラ ン ス 形 ノ ミ t:･奇 手 は
帝劇 め '7 シ ル 塞 宅 間 - ヒ LT=と き k は じめ て C,Zひ 0,対 親 巨 も つ も
ので あ る が ら , ア セ ケル 塞 ItI高 故 ア シ ･L,巷 ヒモ 同 一 ヒ見 な し 蘇 る 蹟
各 と 晃 な し 弥 ri-い 埼 各 は 富 別 し て 考 え 信 1 て l舌rl ら 7:.1- い ｡ 軸 え ど
こ= 0押 領慮 動 ヒ囲 して は 卑 く り 7 シ )レ基 す 褐 ビ 同 一 a 単 軸 を京 す
がノ RC,0-X型清 量 の 亡-X呼 韓 超 勤 ヒ 常 して は7セ j-Jt,基 ヒ高 地 ア
シ ル 基 と の阿 蛭 田 ら七､に 相 違 の あ る 歯 卦 が あ も . 裾 野 敢 1 ス テ レー也
吐 血 典 型 的 rl例 で あ る ｡ LT71が 巾 7㌧ ト ラ ン ス斗 ラン ス 形 J 音ド
E?お い て も ′ N-7 セ ナ 'L,70 ¶ ピ オ ン ア ミ ド 息C2ひ 対 覇で 止 血 す る
こヒki. cIN坤 緒 展 如 Iz監 冒 す ろ恨 山号 普 71は 75 く11号 o こ め よ1,
盲 嚢 揮 PL よ っ て, =d)分 与 で t音 二 向 の C-hL伸 漁 港葡 p･い すれ td～-H
帝切 安 軒 瀬 動 ヒ 廿 ツ 7b リ ンス し 蘇 る の でノ 刀 ツ 7)fJシ ス の嵩 寒現 わ
れ 古墳 戟 静が 三 太 (イ ミ 甘Ⅱ - 本 . Jlミ ド 正 二 立 ) あ ろ d)は 不 合理
で 蛙 TJlい . 逢 ゐ伴 J) , 尊 定 こ め 分 与 '百姓C-N-C出題 樺韓j最軸 捻 対
応 寸 75頓 収 蒜 が 発 出 itLi九て い /i:い ｡ N-7.Ⅶ ピ * ニ JL-A-7 4- ,i,7 ミ
ド 芭 表 題 IZは Cヱ朴と 旺 卓 え な い がノ 7ot]ビ オ 二 ,i,基 と針7 サ )ー)レ基
ヒd)柑 虜 は′ イ キ ト 塞 o)井 蛙 噴 現 有 ヒ 温 習 し て い ろ偲 tj 菓 現 し てよ
い と蓄 え ら れ る . こ れ は 74ロ ピ キ ン 酸 エ ス テ フレと 静 観 工ユ Tー )i/也
































l二よ っ て 変化 tJ7J い よ う A-形 式 に よ っ て 作 用 して い 匂 二 ヒ が 則 包 .
高 地 El旗 捧rzあけ 奄亡-0敦 骨壌 勤 噸 収 商 は 弱 く 巾 五 い た め J 皇
水 素 化比よ る 移 動 が 不 明 建 て あ っ て . 孟 籍 に 面 外 一 面 内 a)互 別 苦確
話 す 七 二 と は首 巻 な か っ た｡ ここ 苫 明 らか Tiの は ′ ii7 セ ト7ミ
ドB形 岩 島 の C=0面何 夏 鳥 掲 知 (Jlミド 阿 〕 吸 収 韓 の 一 本 が 出 免
す る 唖 置 く∫ え C 伽 1~/村 血 1 にJ 高 級 同 視 味 が 吸 収 を 京 王 Ti い こ と
甘 あ る . これ は 身一 章 で.与 え た ジ 7 七 ト71ミ ト､古 形 結 竜 のC.=0 宜
南 撮 由 領 収 轟 a)]g息 を ･支 持 す る 辛 夷 と 毛 え ら れ も ｡ Tiぜ 7iら･ 寄
,1度T3 家 路 IZ も し･1て C- 0面 吋東南 振 動 吸 収 爵 血 温 象 Ot-滅 J>月 豊 浦 夫
す 専 こ と 出 払 a 膚椅麻 諌 鼻 性 (エ ス テ,し , 魚 水 鞠 一一鴇7 キト､鼻 つ
Tてわ い て も認 め ら れ て い ろ か ら で あ る
身大所 C-H 喪 食 う最 勃 1IRl扶 爵
脂肪 髄 韓 鼻 息 の CIH虞 常 撮 簡 覗 肢 帯 の ら ち . CJH3非翰墳敦 酎 韓
碑 束 帯 お せ び CH2位モ お 確 如 吸 収 商 はJ こ れ ら 4)虎 を団がC- D基
に 礁 播 して い 巻 か 否 か hz 上 J'TL, 出 現 寸 も 紅 蓮 が r] ビ 沃 苦 っ て い る.
8両 薦 晶 陀 お い て . こ れ ら の 吸 収 苗 rid-CHま ま Fz.n 也-cH王墓 の南
条 r2永 じ て , 予 肇 iL ylる 鑑 盟 r?_鑑 別 jE_し <現 わ れ て いち. 孝 の展 軸
教 と帰 属 モ津 大 泉 に 末 寸 . こ れ ら の 吸 収 帯 の ち ぢ ノ 二個 d)也-CH2
基 と も っ化 各 軸 の OL-CHヱほ と 49･壌 軸 唄 塀 帝 蛤 ′ 池 のC-目 安 尉 最 知 岨
坂 寄 の し)で九 よ D も毅 < 鋭 <現 わ れ , 鮪 敏 伯 で ある ｡ ニめ徴 収 額
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rinLGh 耳 (β f)
占cN5aSY n J (AIJF･,g ヱ )
〔ノH之b地上.(A-IB l)







洩 り 平 行碑 銘
⊥ 車 道衝彪
対韓硬-a, お よび BL ヒ浸 す為 吸収 帯 は空 走 二 邑社 告京 す ｡ モ さ
JZ麗 .^tた 有 尭 (2Lも ヒJBいて こ の事喪 を解 釈 す yLTd:Lノ 鮮 卑 串 宙 の 療 且
ね っ い て 求 の 音 節 か 知 ら れ る ｡ ( I〕 各 倉 吉 の 二 回由 (NIH砦 各 の
方向) 由告晶 の蹄 長 方 筒 に 一鼓 す ち ｡ (Z〕ゝ 射光 の方 向 l三重 適 否
拓 い か 舌 面 生 も7分 51が あ75. 告こ 曲 事精 良 , 単 杜 緒 言 が 邑 rz平
定 官 命 子 薗 吾 も っ 分 与 首 伊か ら挿 戒壬 れ 7_い る腐 食 も 慾. 烏 晶試 料
LD寵 何由L-1 軸 牡 で あ75寄 らばL成 立 する, Lkが -,て J ニ d)為 栗 か ら
避 昂 再 の 舟 手 の塊 判 官 一束 的 た ま 泉 す る こ と は で き lTd-Llが . 令 吉 が
トラ ン スートヲY ス 取 る あ為 こ と 及 び 塀 牧 帯d)帝展 d)正 しLl= ヒrzつ































ノ＼表 にネ した ｡
身ノ＼農 N-了セ ナ )レ70ロピズ ンア ミ ､ーめ赤 外=色瞳
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頗 勧 噴 収 轟 は 盟 掃 二 牌 の ピ ー ク J I)叔 っ て 虫 i), これ に対 して 綻 乗
よ り塗 巧 む如 月1渦 み ら れ て き た が l' 顛 虹 ヒ 皇 ｡ . 二 個 の ビ ープ
a,直 す 為 原 田 が FERH/吏贈 や あ 75 こ とが 明 らか Iこ-2 ylた /C)0 着 着
a)割 果 し た 達 々 C)J ミ ド め車 1J=も 山一H庫締凝 勤 増 収 轟 が 単 糖 i-帝 乞
して い る 占 o)は 建 卦 JD た わ で あ 75が , 骨 に 非東 武 イ ミト､古 形 結 晶 に
お し.て ]3. こ D DR収 轟 は 鑑 い 二 五 の ピ ー ク よ I 戒 立 っ て い て き わ め
て滞 鉄 鍋 で あ る ｡ こ こ で Er′ 愛7トく泉叱 お よ び 二 色 蛙 に 囲 す 竜泉顔:
鈷 案 ヒ も ヒ -3t,lて J こ の 日 形 辞 南 の N-H庫 匝 鳴 動 嘘 塀 番 a)倉 笹 a)東
E)を 平 面 ト ラ ン スートラ ン 久 形 噂 畳 か ら諾 咽 す み こ ヒ ヒ寸 も ｡ 水 嚢
紳 輔 J夜勤 噴 収 苗 の 各 魂 m 既 成 ヒ し て 香 え ら れ る の 旺J lj 結 晶 堤 l二
あ け る 分 与 何 相 互 作 田 J ヱ〕 宿 昔 ま た 吐 結 合 音 と の FER'HI共 鳴 .
i) ニ 産 以 上 の 両 君 に よ る 水 煮 緒 畠 の存 色 . て あ る .
資,K象 化 合 ‡打 E3形 籍 晶 d).afc G ^ ,zJ co cqL-/C)額痕 に詑 わ 1_
るN-D神 経塘 勤 現 収 希 T3鋭 い 一 五 の ピ ー ク よ り 求 って お り省､肇 は 観
SFJL-'L れ /iLl小 し た づヽ■っ て 7K東 化 合 助 ヒ 覚 ら れ る トトH伸 簡 確 執 唄 収 希
d)分 裂 g)尿 画 は章林泉化 ヒ よ っ{ 消 失 す る 3 ち 首 も C)で な < て 相 打
ら 73 い ｡ -t至 ヒ 癌 げ､た 帝 国 U)う ちJ こ の 条 件 r7_合 鼓 す 竜 も ojEt l)
の み で あ を 巾 す な わ も . I) ′ 3〕 ¢ 漁 Efl二 よ る 7分 理 丘 ら虹■ノ垂
水 景 化 合 牌 o)NID 挿 讃 碩 勲 増 収 轟 E= つ Llて 乞 観 測 そ れ ろ 昔 で あ 七 .
王 ら に FE好Ht共 鳴 r7Lよ る 卦 鎚な ら ば , ニ 太 の ど 一 ク の 持 轟 蛙 措
同 じ で あ り ノ ト ラ ン ス-トラ ン ス 形 イ ミ ド め 虜 金 姓 同じ 二 電睦 と 京 と
/a-く て 培 JL ら JSい が / 身 七_ .＼衷 7:L克 ち れ 奇 遇 t), J' ス ㌔ C お よび■
jヱ 0 0 cm1-′ LD ピ ーク Tfい すIYLぜ平 行 二 亀 痩 せ 泉 寸 ｡ こ LDよ う Ll
聾 水 素 化 お Jtfl二 空 也 a)東 襲 藷 漂 i'､ら. 分 裂 の 燕 担 任7TERHt 更漁
で あ ち こ と が 増 らが と Ja-ゥ た . 次 (=FERMl 英 悠 ヒ あ -btか 音 符 音
さ た ば 舞 鼻 音 毛 帯 す 基 本 波 動 o)現 収 静 が ぇCO a OM-l浸 下 の 頭 蚊 に
あ 力 い 奇 ヵ､モ ヰ 味 す る ｡ 二 を 凌 測県 鳥 鷺 か ら,FERMl 芙鳴 17uよ
為 二 つ d)ビ ー 7正)3:d･堵 壇 はA/ て あ ね こ ヒボ 判る ｡ 対 角 直A/め
鋸 各 昔 と 締 る 71 め と は ノ ニ 7 み基 去 梅軒の 軒 坪 額 が 同 一 {･14-く て は
を ら な い｡ こ d)思 せ 着 岸 し -{ /占 p c oP{/の 直 也 相 C- 0吋 鯖瀬
CJJJ
助噸 収 青 と ′よ00 cm-/相 生 m イミドEr現 収 恭 生 盛 ん モ み る と. 釈
数 功知 日 J ′ デ C 加-Iヒ古)′突 刺伍 Jヱ 0 0 cm -/T_良 い 瞳 聖締 る.
こめ よ う T2.J 馨 鮭 基 d)帝 政 振 動 o)椿 音 また放 線 鼻音 が戸ER〃l 釆 喰
ヒ封 与 寸 を こ ヒkfモ )鼠 現 ア ミトTz為し､て召謎 め ら YLて お り .寄 書





























































置 真 金 すれ 苛 い る 拭 鼎 TZ薯 等 モ 与 え も.lい 温 水 か を取 慣 L こ と 田 塾 緒
-<tあ る. 一 方 O^ - ス ト鼓 せ 甘 試 料 t:,＼-｡ ピ ン 化 7 ,レオ リ a量は回
塞 翼 竜 あ りJ ノ＼ロ F ン 化 7 )レガ 1中 の 隷 か せ の 由 a) 木 免 職 D 鮎 背 圧
患 挽 す る こ とが で き ろ ｡ 労 二 lニN一室71(蕎 化 合 物 の 剰 足 摺 拭 碑 七 滴
製 す さ 慣 性 は. 望 見 ヰ o)水 分 ヒ よも堂 水 煮 の 藍 互 淡 雪価 やた め′ で
き る だ O-碁 早 く 卑 壁 す る こ とが JA 蚤 で あ る がL. 袴 の た め l乞TJへp-ス
ト湊 4)よ う な旦 直 甘 南 零 落 が 垂 し て い 方. こ の よ う 在 寮 碍 が ら′
委 化 形 ス ペ ク トル セ 経 る た め k は僧 ra ii7 宅 ト ア ミト･阜 T71は 557セ.
トア ミトdヒ,＼ロ ダ ン 化 了 ]L,カ リ との ピ略 阜 畳 毘 各 卸 を ペ ー ス トヒ
して 卿 度 し . 鑑 別 法 は 重 量 比 換 わ た め た 用 い る 1ヱ止 め 牡 p
召 ウ 化 刀 lJウ 4 お よ び-鼻叱 Tト リ ウ ム を含 む iiア せ ト ア ミ TJ､-ノ＼ロ
'J ン化 ア ,レオ l) 二 成 分 系 の 敢 外 項 塀 久 へbク ト レー 官. せ れ 婚 礼 費 大 面
a).JS) に未 了 _ -Y -盛 と比 敵 す れ ば , これ ら 二 束 卦 条 の 久 ベ ク
トル が ii7JE.トア ミ ト､B 形 蘇 勤 oj虜 各 ヒ 苦 わ め {遭 収 して い る こと
が 判 匂 , イ ミ ト =境 域 帝 は 二 歳 分 筆 で は / 7 5JC p耽-/材 血 TZ訊 く
兇 わ YLノ をの fEめ /7cc の花~/村 血 ヒ直 は柑 C,0時 鴇 膿 勤 硬 収 青 が
よ く 食 掛 Lて 密 わ れ てい ね . こ の吸 収 帝 は , 日 形 絶 島 L6､は 単 五 い
イ ミ ド 工 噴 収 弟 の 肩 l王将 わ jJLて い て J:く観 測 t yLなか っ た 宙C)で あ
るが . 二 成 分 系 で (ま垂 水 素化 Ttよ7t･嘩 項 数 へ C)緒 動 屯 田 っ そ り観測
さ れ ′身 三 貴 を 与 え 色 感 底 を 事 栂 け 苛 こ とが で 三 色 . ヨ ウ 化 刀 り P7
ム 充 ヒ ョ ウlE.ナ TL リウ ム 充 てL巨. 軒 転す る噴 叔 葡 め 硬 紫 が 礎 か T?_菓
Ti希 宕 せ せ ′ 増 対 象 魚 g 殆 亡国 15で あ るか ら, 旗 着 の ス o^ク ト ル と
国 東 す る G)睡 葛藤 す るがL, 量 化 ナ TJ) ウ ム 泉 で 7d埼rl～-H烏 合 の瀬
勤 吐 固 す る領 収 帝 の 現 数 や 解 凍 が . 音 ウ化 胸 と 含 む こ 威 令 乗 と 可 鼓
リ箕 75っ て い る .
ヱ) 臭 化 カ リ ウム . 温 1tijll)e7ム も.JIが金魚 -I------二九 ら め,＼
ロ で -,化 ア JL/力 1) 官 金 か こ 成 分 泉 の 市 外 現 収 ス ペ グ も IL持. i>アセ
トア ミ ド A形 藤 島 b 兼 外 噸 収 ス ペ ク い レヒ 同 一 7=L鼻 毛 . 一寸 も わ 七J

























































































?????????????????????????????? ? ?? ? ? ?? ? ?? ? ?? ? ???? ? ?? ? ?? ???? 、 ー?????? ????．﹈??? （
安化 互LJこそ古 い ･ H L'よUrI) ヒ丸 t,7tハⅥ T ン 化 ア'レ乃 り
皇比 車 す る ヒ′ 同額Lb ス/eクい レ硬 化 Tz.皆 八 ロ テ ン化 ア Iレ カ 1) o ア
ニス ン J5よ o{カ ナ 式 y dr南 台 と匂珂耳 して tlる ことが b d､石.
3〕 耳ク化 りナ ウ ふ .鼻 叱 り与 サ ムお よび温 叱 りケヴ ム - - -- -
こKLら G)り す ラ ム腹 鼓 スペ ア い し汲牡 とも ニt , 日 とね し 7-J ロヽ
ブソ化 7-レカ リ ヒ岡 林 . B形蹄亀 t7u顛似 した赤 外vB収 スペ ク いレセ
i え も ｡ ヨウ 化 T) ナ ウ it東 京 才 が 鼻 叱 り3-ウ ム 貴 めスペ クい レ掠 .
老れ 雀tれヨウ叱 カ リや 入 貢 (身 貴国 EL)) お 古が異化j-tJ)ウÅ 泉
(芽 ,>Jg G) ) の スJヤ ク い レと 粒 klBTじ LEあ るが､′温 叱 リ チウム悪
さlま,N-H碑兼 ねよがN-H萄外 敢為 液 動 (イ ミ ドV〕 吸 収 苗都政留
の也 置l三見われ ノ 守 た柑 d)噴 坂寄 bd毎 払 軸 に巾TA･ild--?て しゝ る｡
二yLモ チ 大風C,)⊥r_表 す ｡ リ サウ A 温 めb且湿 性 は ぢ L' と も し】75じ
る しく , 〟 -ス t 造 血 ように 撒牽 官僚 国 する 濃 合 せ も , 米 綿 調 整中
lzす み 増力＼rZ湿潤~す る . 二 4)た めJ tJ了 七 トア(トd功ス g^ク ト
ル 菅 郡長 する贋 rt甘 . 垂水 乗 の重 文硬 t′之よ って 態 試 しを lj アセ tLア
ミ甘 め 吸収 に鳩 車 ､L托. N⊥口碑騎精 勤 唄 収 叢 Ltj外 ゐ吸 収轟 も碇 帯 す
る ニ ヒ は画敷石 ある .
I) お よび 3 ) fl記 し た変圧 型 ス o^ク トルは. いず れ ､b享 7七 ト
7 号ド 日形籍 轟 Q)ス O^ク トル rI環視 して お り .＼ロブ -/7h了 ル jJl)
a)ア ニ ス ンの産額 は よって 三 っの型 に 介 笹 で qLる . そこ 石 亀明 め
便宜 上′ す ウ 化 粧 鼻 化加 も よ tF鼻 化軸 †Z.J る 安 化整 え o^P トル吾
唄は Ⅰ㍉ .ちヱ お よび､β3 里 中 ス ^Bワ い Lと呼ぶ 二YltZi 為p ニYL
ら中里 の 主 な摺 塩 は. N-H r～-D)岬 蝿婚 動 噸 収爵 島 よぴlイミドV
(Ⅴ′〕頓 唄 港 o)旺 置 ヒ形叔 ヒ ある , これ ら4)噴 収希 の波 数 を各 賞
化 里 は っ し､て甘札泰rz京 す . /po o JL ヂc c 抑 ｢/め筒# Lの塙 蛙
哩 収 串 は. BI も よ orB,a 型 ス D^ク い レそ 痔Tr･敏 地 銀 i ′浪 費 ED僅
かの ず n 苛菟 わけ 易 く な っ て し1竜｡ l仔細 ヒ換 封 す る と. これ ら の
噴蝶 番 d)項数 ばカ ケ キ ン の麺 類 陀 よ って JlL ･5'っ巽 海 っ て い ね ニヒ











































身二筋 /lK ヒ 771u 丘 の常 馨
身 一節 {-と t)躍 った P 産 め 八 ロ ケー ン 化 7ル カ 7)G)ち 15 リ4-ウ A
直は極 東 て 吸 湿 蛙 が弓盤上 Lk がこっ て り ナ ウ A 温 来 せ 水 音 含 ま な い
弛 d)奈 ヒ固 持 rz.津 村 寸 も ニ ヒ 堤 毘晩 で あ る b Lか しノ プ アも ト ア キ
ド ー l)与-57ム 成魚 か ら産 金 1三水菅野 ~除 く 二と皆演 衝 飴 1 困 蘇 な めで
並 TZ1〕 お よ び､ぇ〕 rz.底 ベPLジ ア セ ト7 ミ ドー ハロザLン 化 アル 刀 ･)
喬 に 水 生 添 抑 して 且の スpeク ト JL,変化 セ l)ナウ ム鹿 の 環 谷 ヒ 比 較 於
討 し た D 悉北 する水 の 畳 は 泉 水吸 収 スペ か い レで J dco抑 1~J件
遡れ 現 brL為7枚の0-H仲滞噴 吹 尋 t:ジ ア セ ト ア ミ ドo)～-LHF綿噴牧
希の静夜比 が lJ+ ウ ム 温 d)塙 各 ヒ固 毘 最 に な み よ うrZ･締 斎 LFl｡
日 に 良 し をハ ロ ゲ ン 化 了 ル jTりは 寒水 略 と舎水 路 ヒマ 同 線 p_ス re
ク ト ル炭 化 智 お こ し, 蘇 ら れ 良 質化 型 ス ペ ク ト ル TZFEr速 は 絡 め ら れ
な カ､.,た 也や. ヱ) rz托 し た ハ ロ j;ン 陀 アル カ リ d)う ち. 食塩 と臭 化
那 )サ ム とは′ 含 水 蹄陀 71帝･各的 TZス O^ケ トル 変化屯 倉 こ し. A型
畠静 めス p^ク ト ル ヒ変 化EIJス ^qク ト ル との皇 薗 し直 71八･ウ ト ル が 測
喪そ れ 抱 , こd)とき め 餐 化 型 久 へ.ク トル の里 は. 鼻化 カ I)ウ ム 苛
性Bl , 食盤 首はBj で あ J'た ｡ 音 71 . 塩 化 力 ')e7A は , こd)経 度
ゐ 含 水 量 で は 全 く スペ ク トル,変 化 粗 野 き な か っ た O 争 塵 ノ＼T]ヂ ン
柁 7 7Li)リボ 金 氷 藤 と費氷病 性 与え 奄 :}ア セ トア ミ ド b ス o^ク トル･
里 を 禾 寸 と☆ + 一 夜 d) J う ヒ TS a .
身+′衷 ->7 セ トア キ ト J＼ログ > 化 7ル カリ農 d)

































































































































醸貰 盈 与tzカサ オ ンが興 起すれT3I殻 東 傭 東 風 07亙耗 カ73 ち 急襲 鼻嶺
泉it+オ>湖 の帯 電引力 に相磯 三 九 , トラ ンスートラ > 久 の 懲 怯 そ れ 痘■
け 奇 襲 化 さ れ Ta こ と tz お ち 0 7gナ オ ン の 4 才 ン半盤 が ,ト 三い逢 ,









/c Aβ 30 ずC
→ zC
(L2) ジ7そ ト7 ミ ト ヨ ウ化 カ リウム温 み帰 し桑轟 描 ヨ ウ
化 り ウム のtEJJ粁汲 )
tA) ジ 7 セ ト7 ミドA取結島
津七回 幣 束法X韓 TEl抑 留
ヰ サンが 撞並 す 古 畳 ノト乏 くな る 二とTd乳 暴 世子 憩 ItL 九も･ こ め よ
う 性 して 大 宅Li アニ オ ン 七 か モLi カ ケ 方 ン と a}南 台 a)軸 釆 yz-よ り ト
ラ ンス-シス形 よ .) トラ ン ス -トラ ンス髄 へ ゐ 及 鼓 が お こ も ニ ヒ 城 見 各
竜 え ら れ 75こ とを あ 為 . 東硬 性 杜 この及 払故 国婦r{1虫 二 って い る
ので あるか ら . こ こ7L旦 /CF=単 か 与 的 TJモ デ ル よ りも 挙 婚 吐 規 鼎 と
電希 で あ る 方 ｡ こ こ 首 は′ 晩 盤 古 帝 尊舶 拍 邑 作 河 のaL171も と 与 い
て分 与 形 D顔 曳 お よび 嘘 iR帝 ⑳ 移動 虹 範 す る すJttての東 歌 縛寛皇帝 ,Rに
義 和 で 乞 匂 ニ ヒモ 店 嫡 する に と 宅 め る ｡
tdf)
舞五毒 コハク酸イミ ドとマレイン酸
イ ミドJ# 晶の赤外吸収 ヌ O^ク
トル
イ ミド遠 め三形 d,ら ち. トラ -'ス トーランス 形 の市外 藤 姓 嘘収 帝 に
っLlて 古厩 k斗 二茸 も拝 観 奄解析 をお こなった . 藤 苛 二静 のろ首
トランス シース形 応対 掃粗 め息 か ら患 えて歳 4,歳雑 そあるか ら′ 太 東
k あいて シ ス-シス形 イ きk､C)騰 蛙 嘘 収番 を施 すY静 柵 Lノ トラ ンス-ト
ランス を よが シ スー シス略 ¢精 某 を各隠 し7rトラン ス-シス 形 t ヒ リ城
うこと ヒす る. シ ズ シース 形 イ ミト､基 あ貞則 ヒ して は. 新 選 7a五 泉
産 イ ミト′ 甘古 わ7;コ ノ＼ク解 JI主L･tも JtAtマ レイン 酵 イ モL'を選L
kr. これ らめ化合 物 め東 外 嘘収 ス O^ク トルは , 牧 来観 人か め新 見 為
はdっ て と .'j=&L.ら九 て い竜が 3.4･t),イ モⅤ基 の鮪塵 吸 収 轟 の大
部 分 せ 乗ビ 玖不 明 で 港 J) ノ 意た 壷 水素化各軸 Tz園 する覇 者 も邑 当 ら
なか った 留めろ,ある｡ 貴慮 杜 これらa)環式 j ミトおよ が N-重水秦
化肋 の奇 外 疲収 スペ ク ト ル (〟oo O - uC .9 imI') モ割 薙t,. 鼠
劃 され 色 吸 収 宥 め大 部 五 七 イ モLtl峯の 韓 JA揖勤 15ら L^･比 翼叱 氷 菓 度
量 の原 動 に帰農 t,丘 ｡ .=ちと前 章 た慮べ た 11-7セ ト7 ミ トヒノ､ロ
ダン叱 アIL/カ りとの相互 作用 虹囲 する常襲 絵素 を走 潤 して コノ＼ク萄
イ ミ巨畠 よび コ ノ＼ク貌 イミ ドー 射 てつ いて ヨウ化 オ )や AtZよる スペ
ク トル,東北 a)換討 音義lみ/浄 塵頚 収 有帰 農 わ衷 舟 'Tと73る幾 フか d
知友 を弥 h_.
サー埼 環 希 イ キ ド の 卦 手 旗 患_ヒ 射 線 鹿
コ ハ ク敢 イミk､鯨 晶 R っ い て LDK 津田 珊 寛政 か ら, こb卦 寺 は結
晶向<L氷果 兎3 域外 句原 子tzっいて 措平 面鏡 畳 を ヒリ′ し か払監 桑
原 手 C)ま わDゐ三 っ¢盈 与 由 魚 4)如 法Jf♂0 号 あるこ とが 蛸ら b､
陀 それ ているか)｡ L71 が ゥて. こ拍 手 の-CONLICO一基 吐 血 収 舶
LIHl式-シス F,/半 面 席直 を ヒってい7it して 富東 女 !a-し-｡ マレイン帝
(也)
)ミド4)蕗轟韓直也ま吃又敏郎 汀1-a よ っ て解 析 去れ そ し､7{tlが . コ
ノ＼ク醸 J ミト と 同株 ′ シ ス-シス形 モ ヒっ て い う Y_し て よ い も あ ち ら .
こ の 抱 合 TZを 与 内 ¢ 各 虎 与 が覇 も包 蔵 軸 に加51して い も アユら a-) 竣
a)対頑 社 は 賢 韓 C,ス1, で あ ら わ さ れ る ｡ し っ､tなが ら 韓 FEr羽 で の
卦 手薄1滴 且 拝 滞 (主 ヒし て水魚強 弁〕 @ た め 実 陳 G)卦 与 り封 鎖 也 虹
Cヱ-U- よU 喧 Jlな っ て い 7'd す む わ ち. これ ら め 卦 与 tI笥 轟 pl苔
二 か ユ すLヮ水 素 韓 合 性 よ っ て 結 ば れ た 最 敬 二老 体 境 直 音 ヒ っ て あ ,).
各 か 31噴71く果蕗 各 にあ 甘､か 75C70基 と直 弘d]亡;o基 d)両 方 セ もっ て
い る｡ し た が (,乙,CLtr･者 塵 Tz_よ り竜N-目線を竜 何 d)二 郎簡 庄
鞘艶L , 分 与 は真郡Cs に 浸 す 竜 こ とに 1 あ .
義 烈TB収着 の撮 軸 数 . 艶 衷 あ まbl.菅 71(煮化 r?_よ も 移 免 官 硬 対 す 73
17_幡 して は . 令-3 h討 議 畦 が この よ う な 省 0)甘 診る 二ヒモ名産 tJZ
おく地 啓 が 勿 匂 ｡ C.ztTか ら の す 九 段炭化 氷果 残基 の慮 勧Ya逮 リ i
ミド基 b渦 動 a 方 に 大 き く影 響 す る ヒ予 智 之 れ a ｡ Lh_ボ っ て頓
収 静 dj蛙 艶 性. 汚 れた寄 与 する 痛 勤 の 種 漁 r7- よ っ て ′ 亀碑 C朴 専 た
冶C･∫ oU 寸･れか に よっ て 騎 輯 寸750)が 合理 的 で わ75. コノ＼グ酸
イミ ドお よ びlj ノ＼ク 頭 イキトda)菰 外 項 収 スペ グい し富津ノ＼団1.
3400 30 2008 1800 160 1400 -120- 10加 BOO ､ 600
cm~1
? ? ?? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ??
?
凍 外食 収 スぺ ク い t'
(47)
マレ イン 剛 い ･島 よがマ レイ番 目 に･-dD市 外噴 鹿 又ペ ク い し空
身 九 遅日て示 し k｡ 鹿則-t肌色嘘収蘇わ席属 披ヰ 寸ニ ～牙 十 五 最 短
泉し 絶 息 ｡ や あ-a ｡ 以 下 これ ら 勿 将 真 性 J?い て 幹 線 す ua-













































3400 3000 2000 】80 160 1400 120 1000 800 600
⊂m~1
身九 囲 マレイン酸 )寺ド蔀 よLFマレ }ン敵 い トd-
LD菰斗嘘収スペ クト汁
津二街 商 海 路 ノ吐 吸 収 爵 (200 0GPr/以 下 )
C=o神 埼振 動 酎 艮帝 t しては,慢性仔ANDALL ら Z)ぶ コ.＼ク畝 ｣
ミト 壬之っ いて , オf:CHrORBoLlらi)がマレイン顧 1 ミト IZ つ し-1て
/7 cc 加古/相互由轟 ゼ鼓 しl噴収 轟 音 倉 岳 C-o仲 輯膿 動 Z之//77と〉
fh-/付止 の中等盤寅 の鋭 い 現 収 番 号推 金台 C-o碑 掃 頗 勤 lニ帰 鼠 し て
い る ｡ こ れ らの帰 農は滑 らが で あ る か ら . こ こ で は′ これらゐC-
o碑 嶺 瀬知 覚吹 帝が重水乗柏 はよ っ て街ヒ頼 勤 し ない こ と を託 す 桓
止 由 J イミド基 のC-N鮭 呑 め まあ })の 巧朝 世r息 簡IZ大 書 <影 響 三 九
る歯 収 帝 位 束 管 する こ ヒ tLす る p せこ華 や の東 森 か ら , トラ ンスー
iラ ンス 啓一C,ONHCO一基 G)舞 妓 吸収 帝 が ト ラ ンス fF:rCONLト 基の 鯖










































































































































































号 + 吋 衰 コノ＼ク蕨Jf古LL､G,赤 外吸 収 解 くえ)
水煮it:鼻加
えアt 4 ～
/i/ 5 / 4n
/上 戸 F s'
/ヱ 4 / 例
/C 0 ,2: かこ
( 554 P)
5'.乙/ 5'









/ ヱ 〟 D 桝 CHヱ ひ ね yl
/C CE 粥 CHヱ巌 ゆれ
LP4'3'
lPJaC)邪 l 骨 格










磐7k莱 化 合 相 席
3 /p o
J /え C ご ‡ ソ〔-H
/IP o プ咋
/〟 † γ〝
/㌔ c i' 取
/ a d 〟 耽 .
9 3LP釈
JLilヱ tP





以 上 の帰 農塩 を射 し､面 内波動Iz対 す る積 a)鼓 刑 の封 艶 官お =古っ
仁ヒこう .身 十 朱 碁 陀 泉 す よカ に愛 冷 温 t よく一 飯 寸竜虎 果 せ碑 た｡
壁 論 短 め 計賓 t,Zは 恒a.so,Lb轟 晶解 析 は よる 卦を 真救Rbj で 用 い て
鼻面再振 動 に軒 す る麿 を計瀬 L J これ をFl-Hお 古かN-D碑親猿動
翫 珂寸匂理 - 日 JP N ･J"H'/ (JuN十九月壬等簡 し て聖 fl･
マt,イン 敢イ モ杜に計 寸 為汲 鞠牌 は コハ ク酸) ミトに対 すち 社中と
賂断じ碇 隻 ヒi)も のと 義え らTt為｡
(5:3)
身十大泉 巌 G)故知 (最 式 ｣ ミ ド)
コハ ク欝 柏 Lt､′- -ノ ＼-.一- ヽ
'理翰檀 貰 剖 祖
廟 何澱 軒(札 H/i)帖 ) /.J7 /J P
面内根知kooD 細 -/) /､4ld /,4!0
両 久瀬 勧 /.JP /J J-
てレJン敢 イミ ド




サ 三帝 面 外 戚･動 上洛 1蛙 嘘 収 帯
･コハ ク傑 JIミド由 Jt/マ しベ ン戟 イ ミド17,お い て●竣yL凍 れ C4タ
odl/宙 よが 7.之 fβ,,i-/a観 測 TarL古 墳収 高 田 Llす れ raも巾 J>hi. 普
ポ尭化す れ溶滴 来す為｡ したが って これら息N-H面 gt変簡 (イ ミ
トV〕煽 動 TZ碩 良三 yt竜 .卓 水東純 各軸 LD～-D面外 変偉 くイ ミド甘J)
原 動現収 輯縛 コノ＼ク額 Jfもトdで は ∠Jdc桝 I/,マ レJiン顧 Jiモド
dー-El持 E 3A tn-/17洩 われ舌. 二れ らd)蹄軸 甑 は身 -尊 rz.鑑べ た ト
ランス トーラ ンス お よび Iランえー シス陣ジ7セ ト了 ミドd)イミドT 島′
J･ぴLV-ノ汲勃哉 またkjLtEのモ )置壊 ア ミド のア ミドJV一お よび rVLJjh軸 蚊
と4)托野か ら屯耳 考 古嵐 で ある ことが わ か75. 次に コハ ク解 イモ
や古土I d蹄こ/r7L中尊護 良 al鋭 い吸 収務 苫斉し, コ ハク髄 J モt:～-a
E対 束 する吸 収希 セ3-〆P戊√ ′TZ禾 寸 ｡ これら性 それ堪れ Jfキト
町A,d､ぴVr'@曳帯す Ii-わちC50面外質 負慮 勤噴収 着 とIJa且 去れる,
マ レイ ン萄 ｣ ミト む] キtLFr蟹塀 静 ヒしては fi-o CITLA(a)埠収希 が
盛 堂で あ竜 がノ マレ]t/顧イ ミトよせ 紐印志 しり 主ド甘′ 嘘 収 為 G,
鳥 のた功] 壬ドVT′吸 収希 が確髄 王れ 苛h った q つ)､ク酸｣ ミト ヒ
マt,イン喪 イモ甘ヒ め1可 モ ノ 対 応寸 Ta イモトⅤ 古 iLが甘/振 動故 に的
/o o 血 ~′ L}責が 着ら れる こYか ら . こyLらゐ化 も切 の凍み ヒあげ
も ~ 水素黄 -% み盟-tに可或 り0直 し1が ある こt:が わ
か る･ このこと煉次 lそ連 t^る N-H悼頗 放 動教A)壌 封か ら e;確 か めら
れ竜 ｡
N-H (～-b)結 合a･圃与 す る水素皆 合 わ 現 t を嵩態敏感 に兵壊 す
握覗
竜也 あせ 南 外変 額撮 動教 である ニヒは. 管 )貰壌 アミド ゐ港壇 変化
k お い て 窮 せ ら れ3), ジア セトア ミ良で 尚牙甘 薯 や堪 ,<7日 ･>亡 ,＼
ロブン化77L,刀1)と の戚 互 作 用 tl斡 藍 して鼠 菓 モ光た. こ こで 杵
柄 じ 虜 RJボ貰 な で=巳血相 Q,同 じ聴感 oIYh二演 払 われk 二 ヒ比 な る ｡
東上 の南 外諌 勤 敦 も 着 た産 額 施 性 d i 一発 する 轟a･私利 d)光 電与 え
ろ こと粒津 十大 蓑 ヒ鼓 す敦 t)を あ る ｡
津田席 N-Hお よ び N-D伸 鹿 渡 勧 吸 収 着
せ ′＼周 あ dtr才 沌圃 r:京 すさ ら1三ノ コノ＼ク骸 イ ミドお よtFマ レイ
ン萄 イ ミド rzも いて .NlH 神 海 振 動.頼悦 窮 D 形はN弓日中鴇渦 動頓収
席 a)形 ヒい も じ る し {異 な っ IZ L)為 . ､ 阿 蘇 T三蔵 象 は ト ラ ン スートラ
ンス形イモkt7?あ い て 畠窺 刺 さ れ 奇 二 茸 1之 お い て Ff喪M I 某 噴 Tzi
って 帯 演 か競 岡 が 与 え ら れ た ･ コ ノ＼グ醇 j ミ ド, マレ イン寮 イミ ト
助けHも よが-～-D蹄聴滞 軸 硬 収 席 G)形 ち 柄 蕗 電 敵兵 か ら醸 鳩 す 葛 こ
とが で き る, コへ ク威 イモドめ巾 i^-Aい茸 Llニ亀 帝 (j ′P O あJ
か 3 0 9 0 抑 二/ 〕 ElN-jl1辞渦 線 勤 と低 竣 観測 の イ モ卜基 の聴 姓 取 軸
敬 (/70 0 のオ /ヒ/4!/ P 抑 i/) Lb結 合 音 ヒ のFER〃 /乗場 rz よ
って瑠 われたぎめと烏 丸 ら れ る. これ らの基 本 線 勤数 LP氾 3//3
cm-/fa二重希 ゐ 格硬軟倒 o)ど _ クの 凍数 JcPC伽JI普釣 L/CL,pt-/
二 えで 由 り貴 塊が いち Ltも しい ニ t･乞 克 して い るp
この こ とは また 二 宴 席 の 二 つ 0ピ ー ク腰 虞 が 皆 ヒLと等 LL-こ と
か ら 宮守想 -とれ 為 ..卓嶋 T=i奄 波 数 m ず れ 態 愚 弟 二 つ0)ピ ー ク に
封tJて各し い か ら.去来 oN十l神海振 動嶺 は薄 衣敢 側 め t.O - ク J 0
だ 翫 4oLd J低 い と ころ 3/TDo"i-/村 血 7Lあ るこ とが わ か る｡
ヰ本らt=＼せっ て及 電それ たN-H･-･-D 太東 鋸 各 1盲欄 とTJ-H碑粛席動
敏 ヒa}旬晩h)を用 い,コハ ク韓 イ ミドG,hJ1-一一一DSf敵 え.3tAA/)
N-h'神 曲 凝 動 教 壇 東 切 る ヒ肺 々上弦 G,値が得 られ .=d)帯解 87五 し
い こヒ モ 示 し て い る ｡































丙 ] 4-レン巷 d)lす】そ増 発 之 rL岐 軟 帝 の 捜 貫 蛙 い ちtiも し く威 す･号ヒ
貴 之 ら れる ｡ 異常 性 勘 雪氷貴化 たよって影 響 -tれ 古 い こ と お i
び簸削 巳を物 Yd)托敵 性よ って, コハ ク醸 iミT{ヒ iL本 ′ マレイン
番 う ミ下 に 3本 のC-H安帝振 動 現 収 番 号 見 出 hI 寸こ とが で き せ h 逸
れ暑 十 切 も よtf十且 泉 a)よう 仁憶最 さ れろ. 二 め こ と が ら .舟手
租相 互作 詞 rLよ る対 敵吐 わす れ ri, 官能 基 の唖 収 商 TZR 明らかrL簡
単寸Taが 骨格 部 の吸 収 帯 陀 旺ほ とん 皆勤 密 生与 え1Jh 丁こと が iI)d＼為 ,
玖 上 Q)舌 鼓 TZわ い て 幕 営 帰 島 壬竹 なか っf'_ /9 Cク - ㌔oD iWLJ
o)畢 本 4)領 収帝屯 五 賢 痕 の亡-C軒哉 汲 勤 め尋 与 七 生 t:翼 t}て い 克t
貴見 ら れ ろ ｡
凍大群T] ∃ t7 化 カ u ウ ム ヒ の 一間 互 仲 田
βか鮎化 はゴ '＼り鰭 1キせ せ ヨウ 化 わ 7jf7ム東 和 ヒ して.刺 具 し,
卦他 力 l)ワム 鏡 剖 ヒ薬 塔 , た スペ ク トル 互換 た こヒ モ報 告 し て い る
L)
薦 着 払 ジ7 セ ト7 ≒甘 めノ＼Tjtfン化ア】t,七 tJに よ754^ ペ ウ ト
ル変化 の 潮見 に同 い たち産七 番 聴 し て 凱 箆 条件 甘軟 弱 し た範 漂 . 壬
卓化 カ リウ ムー コハ ク野 ) ミド水 落東 より 称嘆 晋 巷 に よ って 線fz.拭 科
モ同 い, 変化 型 ス ペ ア t･ル を7k東 お よび 童7K暴 弛金 物 に -,王 ペ ース
ト竜 でL剛 度 す る こ と 7:戴 放 した ｡ これ ら官 女 十濁 TfL･荒 す - これ ら
めを1,E型 ス q^ク い レ卓 墳 辞 し て 混 め よ うな 知 見 で賦 払｡
(1〕虚 帝 G)ス 0^ク ト )いZ比 べN-H (N-D)沖 縄 聴 音力唖 収 冷 房 執 滴 数
･軌八 . ^ ミド∨(V')現 収醸 佑略 波数倒 八 皆 勤 してお u . ジ 了 も
ト了 もドの埼 各 と同 掠 Tlhl-H水 魚 庶 子が 1-7 ヒオ ン ヒ相 互梓 岡 里
由 こ して い奄 二七号 蒸 す. これ rL伴 古 い N-十1年 邦神 勅 現 収額 に
も LiTa戸EffTyll貴 慮 蛙 常 滑 し てい 竜 ｡
LE)藤 波 盤 塀 勿 イ モTih港 蛙領 収 帯m 頒 勉 tzしたが って 叶0時葡 塙 か
rz_梓 現 す Ta 弱 い慣 帆 席 が 潜 動 し て い 竜･
































































え 竜 - Lたが っ て. こ れ ら の 洛 味 と 丈 互 k 用 い ろ こ とと より費 粗
度 溶媒中 hジアセ ト7 ミ L.d'菰外項 収入ペ クト'Ltc,1 t ～ C.C/
俄Oe･/A.LD娃 悪 漢薮 を 4LoDC ん ア C ♂ 0m_-/の 全 便蛙 7Zh Taっ て測
足 す 匂 こ とが E･きる q 加東 杏 Jt>.t重 水 景 化 合 加 l三井 す る ス ペ ク ト
ル 官濃 密 二 速 の 君虎 k っ 車 や 十- 項目二示 す. ;津虐洛兼ね っ い て 寮
劃さ れ 七 大 部 卦 の 噴 収 着 吐盤乳 液 卸 改 展 l乞t}rアヤ ト7 ミ中･A形 薦
晶 の 増 収 毒17い も じる し い封 蕗 を京 1,. N十】坪清瀬 軸 噴 収 苛 Ji
Q鯉 細 を形 は A感 得 晶 に お い て 同 じ複 成 に 観 測 モ れ た 三 尊 商 血 形 と
卓 上 同 じ で あ 75 . 〔=0神 埼施 軸噴 淑帝 LゴD.Ji/ 仰Oe./Je客演tzあ
Llて /7 与′7 ビ /i iP Eh-/TZ屯 割 モ yLJ A形 態 晶 ヒ 封 け ち ヒ 国 展
鹿 波 有 刺 LD Idのが哉康 が 犬 ]:/a-っ ている ･温存 温泉 とA形鹿 島t広
見^V,/ 卜,レa)頗 収 蛙 は 旦 水系叱 各 肋 に 如 い て も 全く 可 巌 yi強 め ら れ
苛 . 例 え ぼ LP.J iL 舞pe./,e 溶液 の /f c J ′ /∫ a / お よび/2/A
o材 /の 娘 虫 串 は 誓 水 泉 化 に よ ･'て 消失 L / 武 I) に /J 40 抑IJ吋 血
に中 背凌象 の 二 重 爵 お よ LAL/ 之 e J 読 ヒ鏑 こ､坂 収 帝 が 窺 わ れ る.
これ ら の現 象 は 1 L^てA司d鰭 晶 Tzあい て朝 白か lZ革 めら れ てい た も
D で.あ る .
軸 互 腹 鼓 Tzよ って 太 政的 -,Lf影 響 を安打竜 こY か ら嘉 えで. 上 総 iD草
炭 占 溶 液 ヰ d)ジ 7 -Rトプ ミLJか与 ヒA南 緯 晶 ヰ 4)分 与 Y が 田 u 各 号
瀞 と ヒJ,て いる 二 t:写 明 らか に荒 す 'dめ と蓄 っ 't iL､. 寸 な bぢ
･>1 七 ト ア ミド セ農 奴 姓清 瀬 ヒ ヒ か し た ど 等Y=塩 令 3-は ト ラ ンズ シー
ス形 と と匂 ニ TL T9-R ちか Y 7a-I,た ｡ ま た 溶 液や で 血 合 を 状 態 は .
足の N_fl挿 頼 波 動 増 収 額 企常 数 お よ び 合 計 解 よD 君 え セA移籍封と
同 じ ニ老 体 会合 甘あ るセ確 執 三 九 竜. 温常や匂 わ藩政増 収 帝雪舟
鹿 寸 争 ヒ あ たっ て 占 こYLら め呑実 包 弟 遺 す 舌,k 冬 が あるウ 室久恵
北 T?Lよ 海 久ベ ク トル 変 化 か ら ]ミ巨星LD痩 吐 敦 収 鹿 毛 直 毛 と鼻緒b-
i･寸 こ と相や 幸か 溶 液 d)痩 最 変化 托 よ Tb 久 Loクいじ変化姓 t れ
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3400 300L) 24UO 1700. 1500 はLP l100
cm~1
凍 + 一国 '} 7 セー トア ミ ド落 款b凍 み嘘収 久ペ グ トr,レ
晩〕 9,34 〟oe/i c./ct れ 机 で ル
(1) L9.0/2 MC//L ス.C3一 郎 難 色)i/
? ? ?? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
3･10 3J30 2400 1700 15UO 130 180
亡m~1
牙+ユ吋 N-7七･4-,レ7･ロピ 女 ン7 ミド 洛東 の市 外吸
収 ス ペ グ ト)レ
(a) ♂.スD Mbe/∠ C./ct-れ 机 せ .L,
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?
340t) 3000 210t) 1700 1湘 1300 ulq
cm-I
身 十五回 Ijサ スケ'レア ミ ド洛 溝 の希 外 切 塀スペ ク ト ル
GLej c. J C 州諺/L ♂･′CF邪 耽 セ'L-
(A) C.0 / 〃謎/ム E.Pf九 れ 屯'L'
草 い . 一 方 ト ラ ン み ト ラ ン ス 鴨 の ぺミド基 t二対 し て 全 ト ラ ン ス のア
〕レキ ル基が 即 ば 卦 を 也亙腺 軽 ＼と なる ･ 浄 晶ヰ 旭 白けも 蒐塵の 51鳥
で か ら意 も -Z 旦 蹄 如 万 がⅧ つ た 形 よ LJ 払荷 札な=ヒ 皆 明 ら 句､で あ
助 固家 路 が寓 鹿ヰ LL=中 形 老 ･ヒ み の は こ の よb IS刺 青に よ も Y馬 え
られ 匂 , しか し なが ら溶 液 尋 や は 充 鴫 の た め の 舶 1王 は止 署 で な
く常 亀 的 な 国 号 が 主 ヒ しそ 弁 舌形 宮津 足 すも た れ 高 級 同 鼓 捧 召 ジ
ァセ ト7 ミ 相 称 ヒ 野 卑 的 ヒ- 1な ト ラ ンス-シス 約 ℃ 7}ヒ 荒 も ら
九 も . この よう に . ジ了 か アミ ~- よ甘 射 良綿 棒 の蕗 晶 およ
び薄 味 ヰ ¢ 合 さ 形 は す ･^て 立体 的 ･帝 竜柑 71国 手か ら敦 明 trLた｡
凍 三崎 ト ラ ン 久 一5/ 久 瀬 ^ 主 幹 の 浄 蛙 吸 収 蘇
り セ ト7 ミ ド A電解 轟 の他 , 連れ を釆 お 古 t摘 盟非 裏盆 日 下
溶 液な巴 の到見 托 よ･つ て い <っ 小 - ラ ン ユー シ人形 各 をイミド基の
(tf)
薄 味 竣 収 スペ ク トル の異 例 が 解 られ た カで. 砲d)野 姓 盟現 高 a)鑑 現
や 7 Ii,考 ル 基 変抽 rz.対 す る拳 動 在 とも 昇 申 ヒ 良 討 す み こ ヒボ 旬 罷 ヒ
1iっ 九 . こ こ石 持と ヒ し て港 束 ね ス o^ク ト/レ (食 温 諌 妓 ) Lこつい
て , トラ ン ス トーラ ンス 帯 お よび シ ズ シース 略 の席 姓 増 収 首 Y比敦 L,つ
JP噴 収 宙 の 帰農 と お こな ちこ ヒ ヒ寸 も .
(1) J ミ ド Ⅰ'A収 串
イ ミ ド蓋 には 二 滴 bC10伸 縮 頒 軸 匂古見 ▲ヾ あるが トラ ン スートラン
ス形 そ 灯 せ o)み ち の 旦 放す甘仲 裁 娘 ね の旦 接 穂 挙 がかとく 与 り, 詳 しヽ
JlミkL唄 扱 者 求 一 本足 わ れ 石 窟 tT甘 あ っ 匝 O トラ ンス シー久居を
Iま′ 討 碍 漣 d)睦 下 血 r=わ rt施 釣 台 血 書 の丑 と親 い 現 収 歳 の乱 ビ がー -
鼓し, 非環 式 イ もF波屠 浮薄 lてお い て葡 刺 さyLた よう に こ革 め べ き
ドエ 吸 収 静 J<免 わ れTZい ち . 嬢 真 上 J薪 凍 寒 取りめ 留 め モIeL噴 収
葦. 低 波 数側 め 功 のモLC 嘘 叔 卓 ヒ呼 Eごこと托 す 為. 二車体 1 ミ
ト■巷 のC三0海 亀 辻 一 滴 で けが 会 合 比 何r5-Lて し.ち の 芭 . 才 一 鑑 札 と
しては IQ_増 収 席 が 亜 艶 のC:Dノ 工 B吸蝶番が会合C-OJ)庫 節 波 動
A)寄 与 宅 ち け て い 方 こ とは明 らか で ああ. イ モ ト C)C,0吋轟 確 勃 境
域 希 a)形 陀女 官 す 奇 ヒ トラ ンえ シースIF,ヒシス シース 鵡 とが 類似 し て舟
I). トラ ン スー Lラン ス 酵 h 舟 が 膵 凍 な形 官 して い る こ と･9<わ か るQ
これ kfトラ ン スー シス形 と シ ス:J文 略 D水香 港 各 は央 比 頚 妹 二号 粗 製
て あ l) , トラ ン ス トーラ ンス 形 b 水 着蕗 み せ 疎 放 分 娩 里 でLあ る こ ヒd＼
ら竜 王 て 巻禁 そ あ為 ,
(2) イミド∬吸 擬 革
1 ミk､エtR収呑 む席 各 と貰 Ii り･ ′t P D emT/ィ⇒丘 d)イ ;ト正 明
坂 寄 の尊 鹿 Y:いち を モ は し ラ ン ズ シー.R形 は シ スー シス形 J11も トラ ン
ス-トラ ンス 形に 丸い 蛙 旋 音 も っ . t=め 現 収 著 すN-日面 払 茨無垢 動
ヒC-N神 埼鹿 ね tLd)カ ッ プ｡l]ンス k よ って兎 わ れ 為 も のIE. トラ ン
ス形-CONH一基 が 青草 寸盲 ヒモ は めみ 見 わ れ も, したが って イ ミ
ドⅡ 嘘 脱 藩 姓 トラ ンス トーラ .ンス 略 ヒ トラ ン ズー :/ス 形 ヒ 幣 萌 有 感 政 市


















































































/占ppys ィ占f3vs /i舛 VT /JfyVS /∠PDVS
/i-03Sl /地 ∫ ′471916 /bf:is ノLPf∫
/3W/∫ U jl芸 s ,]/4ぎ /子′t-3_ /lots














米 略 葛 は ･P L1て は す 互 恵 d)鼓R泰 聴
(占わ
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普+大域 チ 7セ ト7'ミ 卜 の 分 与内庭 壊
永 年 方 程 式 Jt評 人計 算 d)一朝 妊烹 都 丸 各 L音 部 の kロ C-1亀各計
等頂 は よ ってお こ7'5った. 近めF:め軋E行 列匂､ら国 有伍 ,備 勤 嶺
Lr-卑把よ-7て 授 尊 も 虫 二Jiち ル ー テ ィ ンも JtF.
戸-∑且毎 k A.
T71よ っ て 下 行 列 七 腐 良 す 7'Jレ ーテ イ ン号 lF東 L 良, 二二号A且 行
列は き h めて 泰阜 鼻 血 を Ll行 刈 で あ るで､ら J 社の 雑 魚早 急 由敦 値 ヒ
行列や 4)牡 畳 七 あ ら わ す番 号 も よが､臥A且 ヒ お け る非象 卑寄 d)田 五
官 且 え て 73互 打 席 こせ 乃 ニ ヒ陀L･. 1こ らと 丁 行 判 a)計 居 に -tdこ の 方
京 号河 い た. これ は 速 ･'て計鼻 機 の メ モ J - お よ び計 免 除 IElt L-
ち L:ろ しく 茄 的 す る こ とが で き 75｡ ∠;kの河 凝 四 つ (ヮk膏 化 合渦
管 水 煮化 を胸 J2つ 五 二 ･' (Al お JttiL一片JJ 免 )vL何 時r_汁 尊 雅 た





















































































































































































































































薦八草 同 値 元 素 合 字 に 層す る振 動 数
の和の忠副 の応 用
同 杜 元素 畳 壊 杏 子 h 基 本 線 軒 蛍 d)輝 度 乙種 めも た め に 用 い ら れ 句
法 別 ヒ し て 羅d,哀 別 ヒ呑 め法 則 lTJが あ る｡ ニdlら 乍′ 確 あ ま F.･Itl免
に 1 ミ ド産 め 三 形 に最 す 73鼻 息 的 lJ-分与 め 面 巧 i･よが 面 外旋~熟 告 C)
碍 尽 き苛 か め 匂 D に珂し】仁 ｡ 一 義 .弟 の法 則 と 最 初 a 形 Q)ま昔 も･
通 有 す わ にIJ 王 達 比 と の 同 姓 元 景 舟 手 塩が 漣 草 で 7Dl), イ ミド o)よ
う に 垂 水 東 T=正 漉 し牌 る落 盤 氷 弄 モ ー 姐 Lか 也 奄 *-い よ う 電 化 春 物
yz首 珂 i 奄 二 ヒ蛙国 数 で あ るV 患恵 は . 同 族 fEl卦 を ゐ 奇 を 汚ポ テ
ン シァ ル が､ノ 同 一 の物 置 凍 態11,-あ a陀 J. 竜 施 墓 d)神 立 にお い て 蛙
7gl- ヒ者 え ら yLろ こ と を判許 して, 申 6'資別 宅 - 量 の 同 義 5Li卦 を 把
適 用 も き る形 に尊 いf=, こ れ 空 荷 鉢 列 絶 句 す 7)iElb法 則 ヒ毛 柵 &,
毘 rz.帰 漁 由 堪 え し て い 為 二 三 の同 族 列 Tl適 押 し て よ{成 五 す る二 ヒ
と確 か た 2'え で･結 晶 媒 経 由 トラLンスー トラ ン ス 私 非 凍 石 1 ミ卜 に盈 箱
し海 勤 薮 d)帰 農 a)苛 当 蛙 を 壊 す呑 a)1=飼 い た｡ 寓 某 は 蕗 兵 すべ 書 留
あせ あ J' -{ J 二の 形 4)J ミ ドFa 屯 い て-簸 め られ ヒ エ, ま の滞 披 噴 収
帝 の ア ル ネ ,i,塩 化 よる 産地 が カッ 7,リ ン p-の 茨 化 rla っ て お こ竜 も
a,-i あ Taこ ヒ131世 辞 猿 別 に 園 す 75軸 d)法 則 が . 同 衷 列 鈴 与 の騒 動
慰 め 帰 農 雪確 か め 語手 攻 と して 有 岡 も あ る 二 ヒが 明 らか とな っ た｡
栄一廟 同 族 列 に 河 寸 る 却 d)法 則 の 直 也
,pl言頒 勤 a'E]南 塩 は旦 動上 昇 )レギ -行列6･お 古仰 せ テ ン シフ 】レi
ネル ギ ー 行 列fTよ l)永 年 方 径 式
t年F-A_E 1- 0
皇帝 < こ と PLよ ゥ て 求 め ら れ る . 今 ･老 o)取 郭 ri串 い -て同 じ 冊 五





























合 陀持 ノ 前 者 は ほ ヒ JL 巴純 粋 性 対 応 す 75水 菜碑 相 良橡 に 有 を し て い
為 ヒ 見 え て J L-｡ したが って 同足 元 泉 畳 巣 に もヒj･i水暴沖鱒瓶
葡 鼓 の 変化 は. Jt敗 す べ き 何 簸 F.lの 各 メ ンバ - のム d l=射し 蕃 し い
尊 卑 を な す と胡 蘇 きれ 75｡ 争 くの , CIH 持 合 毛 もっ 索削 巳各 地 弁
舌 k 包 し-て 町 々 d,C-H 仲創 痕勃 教 書赦 別 線 蒸 す a QHa国 電 で あ る｡
ま た ア ミ ド . イ ミ ドk 台 い て tjFEjqM J巣鳴 1て よっ てN-H坤柵 原 勤
数 の 嶺 判 且 が 基 準瀬も朝 か ら大 王Lやれ 匂 ニ tl且 嵐 に 蒐 た 慮 り で あ
る Q 二YLら の 争 靖 を着 席 して, 氷 果碑飽満 勤放 電港 外Lf=計算 七
或 み た と こ7,･限 外 しな u 塀 も 3 ,)長堀 な港 蔦 が破 られ る 鳩 舎 が 卓
か っ巳 ｡ 沈 下 ゐ計 旦 k も u て 71す べ て 水 菜 宙 よtr 安 氷 果 岬 抽 鳴 動
数 は河 し)ら 加 て い 古u 勺
二才三癖 二 J 三 の 1釘 泉 列 ∧ の 応 用｢
一 つ d)固 装 列に 盈 す 巧 t/ く J)か め 分 子 に つ い て底 本液 勤 獣 C)象 会
友 静 軒 が 奄 も れ て ､＼る捌 は き わ 泌 て 'l-TSu｡ こ の よ う を 同 感 割 で
あ っ 乞 J 寓 迄 氷 果 も 含 む 顛 熊 塞 七 ¥ っ と もわ と し て . こ こで l3 711,
コ ー 1LJ盈 お よび モ ) 旦 撰 ア ミ ド 層 宅 え ら ん ぼ. 計 鼻 轟 泉 を凍 -/ 十 一
叢 陀 芥 寸 ｡ 各同 族 列lて つ い て 光 条烏,よ が里71(泉北 金牌 cP博 の嬢 動
蛍 二 覚 印 の圭 は よ< -教 して ijO′ 国 表 劇 に 国 号各 卸 曲 汰 R)lめ肩 肘
蛙 官 立 虹 して いる｡ 婦 ヒ 虚心ピーチ タ ノ ー ･L,芭 TB世 塵 6)同 Ja 兄 骨 身
手 巷 が･屠 ら れ て い るLo)乍 本 来 d)軸 の 産 別 世 塵 属 す 為 こ ヒT3ヾ そ 三 一 -
京 d)遷 宮 菅田 最 列 rl耕 す~石和 の 濠 削 Y光取 す る = t が で き る｡
包払 九一 の 亀 濠 tz･した が BLぼ本 東 o)軸 G)濠甘い竜
三LJZiCECHき)30Llj十∑i,ltc(cp3)50D]ご∑Ultc(CHち)30Dコ
十 ∑ソヱLc(CD3)jOHJ
と書 く こ とが で 巷竜 ｡ 寸 75わ 勺 旦 二 十 一最 k も し-て こ(CHS)ラ-ヒ
cCcD,)5- ヒ水固♭ム∑Vl a目星電与7t舌 L^号 こ と官爵 寸 ｡ これ























































































































T〕 コ,＼ク削 ミ ドお よtH レイン薮日 ドぼ茨OH ,長与ス-i
ス形 イ ミド の奇 外港 牲吸収 帝 を未 す :N-水東此 告劫 ;水 谷呑 イ ミド
I C 化 /770 cm-/J 耽 ) ノ 合金日 ド 工 (- ′7cccn-/,∫).
CIN-C封 碑 舟確 ( ′] ㌔ O へ ′3 l o t--1ノ Sj,症 +J面内東海お
atiLtC-～-C亜対 韓 掃縛 ( ′ 拍 ♂ - /570耕一′, 礼 /ヱ cc ～
// to cp{/ノJT) ノイミ ド打 〔 昭占40--/} 統 J ,イ さドⅤ(
Pc L9 - 7♂ C ogZJ/J 甥 ) / イ卓 - (ER3lf o 崩 ′′ -WH ～-生
水乗 化 合物 ,～-D面 河変身 あ よbIt骨格瀬 軸 (蚊 H o ocq{/JS ～
wJ 鈍 J}j D th-/. ∫ -甘 〕 , C-N-C鹿it親 沖親 (/3 00-
'･Z ♂cowl-/ . 3) JJミドⅤ′(占tC ～f c ♂ 由 一/JW ) ク
占) iアセ トア ミド よジ =i-升7･ケ ∫レア ミドrL亘 る亙埋 0)非盛 者 イ
ミドは胡 虚 化真束.甘 塩化 エ ケ レン書 たばこ線化 真東罫 渡や < 貧を
す -j5ヒ空は トラ ンス シース 形 モ ヒ ろ d トラン ス-シス形 イ ミド の車外
購 娃 薯 堺 静は次 の iうであ る :～-光束叱 金物 .,イ･キド=L 〔C等叫甘
- J ノ 解 〕 ノ イミ ド工も (Ca'/占デJtZqEl J sJ ノイ ミ ドE:(CA-
/ to o c,72-/.Rj ,イ ミド丑 (アセケル容 ; Ca/50ccql-1弟 よ
が 絶 / ズ え0 読 一㌦ 5,,養鯉 ワ シ 心塩 ;α ′ ュ /0 cQ,i-/ぉ Jtr 絶
/′ 占 o 押才 . JJ ;～-垂水 東化 各卸 3イ ミド甘 く/3{O- LZ♂♂
m L-/.3 - 耽 . - ふ 月 旦 三 太 ) ノ イ ミド正一｢ / /ヱ O - / c c cm-I
m,) ｡
7) トヲンス-トラ ンス形 イミ ドd)希外癖連 破 収静持生 抜 として1､
ラ .Jス形 モ ノ置.換 ア ミドd)市 外 紫吐 破収帯 とよ く封 志 し′'yズ >ー/A
形 イ ミドLD.#外 港睦噴 準 轟は :/ス形 モ }置硬 ア ミt.-d,市 外騰吐漁 牧
帝 とi く対義 してい る｡ トランス-シえ酵 イ ミドの禾外港 蛙 嘘 収帯
は 前 二 苛 の 中 )V的 な浄巌を>ij3-え て い る｡
9) UREY-BRAPLEY 型 卦与鳩東 テン->7 }レモ府 い T=Ttラ ン
ズー トランス形 ジアセ ト アミド Lb塞津強 敵 計鼻 は異 刊撮動潜 を最大 訣
巷ge/oiX性 で南港 する こ とが で き るp 計虜たま って終 られitカ07
鼻,-iJElN'-メチJL,ア ヒ ト了 ミト､d)対 束す る韓 ふ の JTb)発毅か ら/削 tを















太鼓束 h 東池 に あ r=,)卿 博 満 なる御 領 盈 嘗頻 った前景 郁入尊敬泉
寄木誠司簿 とヒ重 ん魯教育を 表 す 毛 . ま た泰 時 苑 の果 施 t7Lあ た り
寅城 跡懲 嘗 なる摘巧 鼻 と櫛漁場 モ濁 った辛野塵三 敦盛 ヒ窪 人や澄封
する･ 禰益在 卿潮 名 を.i i られ f=甘ヰ 久鞠 乾 鹿 J大 冊 大 農 電 沃 長
居 浄 土 , 東東大 尊 車 )-ト 朝埠 と′ 大 官本 態薬 味式L&牡 綿 莞冊や 括靖
希 土 に親藩 七 最 す る ｡ 菰 外 二 を 吐 LD割足 ヒ便 宜 を与 え られ Ft大 敬
大穿 田町 盈 肩峰 土 . 大 帝 兇 虜 畳 薮滞 明 尻 , 洛 硬 の測足 rz度 量 を与 え
らyLR 大 隈 大 草藤 島 印 杜埠 士に 喪 神 寸 7). ま た 兄 貴 奇 柵 を蒐 窟 せ
らYLF=東 都 入 洛 五 泉 分冊 七 ン p -演譲啓 一耶 麻 i=75らぴ tて助 力薦
変数 に物 Ibtcれ た 敦轟 昇 一. 宋 ヤ郁 子 d)韓 缶 に 感 酎 す る.
本 噺 最 の7g:象 は下 窮 に公 最 した .
7' J'紳 ザ血品血#丘欝必 読 空 .工･‰ -逆夢 l一
也Z2品-#豪-C品 -遠 idL趨 弊 -成 る (夏鳥
竜 , 手簡 〉 GAy･凸‰七･品℃･』ヂ LuL, ijf, (甜J(/Pd/)
･Z〕 郡 上 ∬ ･ ス左 脇 ム上 郷 - 庖 -.ddci
-zftJt-JZiet 血管GAL ふ LLtfeLdふ 塊 a酵 払 -
血 (凍 鳥 居 ･尊者 ) 烏鎚 -)上空 .f f / (/P占/)･
jJ 可 上 皿 ･J琢 a- ∠ 血 -#華甲LLC7伽 ,--血
442Jt 神 妙 (要点 尭 J尊即 云組 ･,if･
3 L / ( /デ占 /⊃.
4)国土 7g.切 払 品 #勉 励 - 払 御 eL
碑 尋 よ描 .速 く実弟jE,草野 箕やノ)iA云左 -,
3# / 4 4L㌔ ( / デ占/),_ }
3-)田上 Ⅴ･解 読 空 -ふ し aJZLZl･石誠 四･車･
-チ- ふよdb ふ 必 (鋸 盤 J細 )泌 ･}
3∫ , /ス スt (/P∠ L )･

















































































身 三尊 兵 敢 G) 部
Jj 離 何番 竜 宮 封 の珂婁
'}プロ｡ ピオ ンア ミド意向 はN-アせ か L,7bロビ ズ ンア ミ ド0番 晶 を
二枚d,岩 窟嘘 に は さみ 鮮度吹 上 に収容 し て滑 錬 士 且た勘 岩 塩 謎の
-歯 に鼻息帯 モ浄 して温 度句取組 しっ っ東 部 7 yLは■.鼠 最中酷の方
向 r:斬 向帝量が 成長 す 為｡
え) 充 外 二 菅 牡の 判長
上乾離 向 帝 晶 の轟も長 く乾 向 し た朝 命 亀塵 JtF, 甘正敏 iM-2_P蘇
外 観 軟 式 あ まぴEPJ一之智東 外分 蒐光束計 (岩 畳7gリ弁ム 村つ 1.三よ
〃て L/C0 C 〝∠ r O威 ~/d)諌獣免 田 包 勤 乾 した . 瓶 見 与 1ま 温 LE
鴫態 直慮聖 b もの 里親 救荒 に強者 し. 鳴 光等七 PcQ 頚を号令こヒ
13よJ;て蜜正せ Jぴ'子 持 偶 発 号 試 料 t=ゝ 封 漣 しめた｡ 帯腺 池蕗 Il
は ′ MEが久七 九･号滴 ゝ l/l筑 唄 .嫡梅 南 池 亀 の光路長 官尊 しく LJ
/C 0 TV 血 路 TE賓 直 J ヰ 拝 顔･浄 兄1二如 し拭 先番Y=dLっ て 萌 挿 し 丘.
也 d)剖 簸 条件 吃 つ い て枯骨 -貴 !乙同 L'_
｢東田善 良 魚 の 帝
1) ,＼t]ブ'ン化 ア ル カ り o痢闇
市 簸骨 髄 のNaCCも よ tFLkCQ苦〃aikJQ方法 l~こ上 り館 和光 温 泉 に
演 塩 宙 七胡え 泡盛 せ し め冴泉 藍 懐 したJi). 宙鞄一飯 のLitI ,
LLβ r / 溶 級 のKI. KBr ,NaエJ N'色Br. LとCC モ々
の舌 鼓 河 い た , こ れ らの'＼T3デ シ化 プル ガ り せ ぇ00 メッ シ ュ 1二
於砕 し. PLOf と . /r o ～ L COo8 ,i--/0九 jrLH3 16LJO ～
/f蹄 )W 屠痕 した 唾 J 良 丑 声 シ ケ ーク ー坤 . PLOf土仁 保 蕗 した p
ヱ) Jq-ス トD酪吸
上,faノ､ロダ ン叱 プ,レ句 .)m各 々を L -)竺戸を又 さすヨ ー)しま由 比
へ 考 -Dアq tj声 ダ ゾ土 ン ー鞠 ヒ耶 丸尊卑 も温 ぜ合 す ｡ 二のi rlb}
(aft)
アセトアミ隠焔ジ弛トアミドー効A彫緒晶’ん一’・写脚
え、勧3ク診1田手刷早く混合すゐ．　かくして得ら江た．試斜・は直ち1二
窓板軍事む測良｝りしカ、け一ゐ，
3）プ｝くの三雲の景弘審
　上記12し苑がつて再とパ，一ストめあ七、k工．　K13卜．KσZ、　N¢工
母にBrま羨直N昆α1を・合む渥のに径／～え勉窺のガラス梯にて氷を
添加し混合して均一の試料とする。　氷ヒジアセト．アミドめ量廷、
34、ク〃三一！村適めρ一7←β巾鰯垢勃験収噺おまがノλク。αズ／村血の
邸一月神詣振動頭平野の・強隻が・それ冶れ．歪瞳洋で60～7ρ％后よ．1び
3己9！㌧5－o％ヒニなるよケ1z調】錆した6．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「卍
4）　錠削の調1裂
　i＜（望馬陸ぱKBrセ杓5〃〃揮どり、β形ジアセトアミド緒晶
ん磁弩田どよ一く湛．合．しパ／加解励λづ一砺働翰
’盲1つるレズしZj旨旨ヒした．　　　・　　　　∵
5）×四丁’新の測，是
　ジアセトアミドA形結融｝z約∠’三三のK∫な加≧．た唱の｛重屹は
ジアセトアミド《形籍晶をスクん」，〃黒瀬よく粉碑・し、巳0♂セ奥
予徒マヒ減塾’ラ駈．シケ・一タレギ’K一日乾雰票してi則昆に了し艇。　（牙凹つむウン
ター持．理：学電解壌×線型蒋蘇覆（自託式，一一κ底謀を便用。
身．五章爽鹸1の都
D試料の鋤製およが翼帳
　ゴ八ク酸イミドは制鰭甑員を紗・しエチルケント劫再結晶、
融粟！κ計C．くレイン敢イミドは嚥・のオ・法卿ぼよって
　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち受レづン験ジメチル手ステ・レビアZモニフフKよクぐレイン酸ジフミ
　　　　　　　　　　　　　　　ゴ臨この＝　塩鵬
籔討精軋編9・・己．…ク鹸イミド．マレイン酬ミド
姫ね・輪晶す魏総蜘釈外，レ臓イヒ三跡．邸
童米測ヒ舗瞳未ヒめ交駆鰍よ・て調製1測兵法砺がに
勤庚条件域身一：章に同じ。
ノこ）　＝［）＼ク酸オ　ミ’トトと　≡王．ウ～ヒカリ　シ：ムめ．粗’互ご与セ｝打．
　コハク酸ノイミドヒヨ［ツ’イヒ’タ」リウ．ムをi耳各・周’豪尭く看≡た：1ま：壷：ラki＝9薯Fか≧，，
8・一9〆ε，‘物倦で客三三…．竹出物親のまま5三面乾燥
し《ハ9一ズ｝・として測艶むた。
瀬野六野：実験の部
　睡温化炭系－，｛縄目エチレしおよび‘劔ヒ灘西市廠薯鞍届赴シ
リ刀ゲルと振発した後便用荊に薫、下して溶媒ヒした。　非癒式バミ
斡はク．ρノん久之ξ〃ノ／∠滑液としで測毅．棟阿L地セ）レゐ厚さ．
慧。．ρλよノ〃，／〃s『．　猷乃夕　／、ρ仇勉およびκ．♪ぜ一年運航あ為
　　　　　　　　　　　　　　ノ測契条貯ば夫，章に同じ．，4〃〃ク～，zよ〃〃’廊勿翼壁無理意、
嚥一華伽．製擁睨んえノ赤興．分光晃寮計．お．よがフッ私
　　ウム掴承ムセ恥て腐測異し正確窒翻した．
（〃）
?
献
1）ん訊β晦・々5乾一勉一厩趣ゲ触　ル融弓撫ノ認ワz痂ぐ／タ拳’）
え）μ．〃．　．冥，4三論，ノ～｛一例〃∠」，に，
　・θ4“ノ蜘くρ一瞬観ゲ蜘　」細’ ρ・徽％嗣・％ψ一門ぐ〆94，）3ノア〃呼・τノ三一みμ4」㌧紳£．
　♂晦’物・並4・♂r〆9・’の．
4♪A’砿6晦・丁’吻・晦ワ」皇4ぷ3ぐ／ア全7）
5．）ρ砿oz獄邑物∠究鞠ノ伽」，　o砺，（伽）．
　ダz／　6；2／　（／タまz．）
6）κ」7・耗　・ん4轡副呪晶・霞獅・
　66　／ぐ／タ．壁3、）
ク）凡万・ρ・oソz．ρノ伽勲∠1ク．伽帆．」一，幽・詔祀ソ
　／9ナ6’　／3．ゴ8．
3一）溢皿，」＜」惹．’ユ・莱，揖造：泥導討論会証瀕ぐ／タ6〃ノ2月’）
の．エβ・鯵・一〆τ〃諮脚．搬の・洗鰍・・ん駒
　塑　 夕73（／．94．9）
〃）ρゑ一・石・几召論疏∠工β・鯵．翫，幅，4旗，
　’γ／．　6♪∂　ぐ／タ‘，え♪
〃）ん～　v・7；鰍〃π〆ク7聯ユ幽’・夕σc’∠座
　　ダ　
疏）蕩4嚇4」磁栩げ三編脇∠二丁
　艇晦｝’・一三．伽∫読（／9ぷの一
ノ3，た・∠’晃レ耀擁ご」：汐，舵駈ノ％，」「・ゐ．伽．
　6虎，7／ノ／3矛9　（／タ4タ）
ノのア・躯’7＝門口解磁’％・’8，4騨・レ
　ユ。毎．侮ソ亙’6／詫ぐ／ク’3．
／の双工α磁厩刀・認解栩肌，」㌦毎，β㏄，〃ガη4∠
　　　　　　　　　　　（勉，　　　　　　　　　　　　　　　1「
〆）編．磁・耽轟，八掛，翅齢．／9ぷク．／4ρ
・刀尽ρβ．痘一＿ノ犀ε，磁¢，伽．∠244殉θ9就，．
／2）τ％r卿Jr舶～・ノ陣幣．望／♂・ハピ／ρ6’〃）
・9クい．6．釦繊．鰍，ん為．塗374θタよ7）
λのπ・佐碗’周ぬ∂〆ソ＿24〃’‘／タチ6一）
々♪τ％勝μ齢～’魎至’・掃ζ／9‘o♪
鴻〕k、／v川下、〃・媚臨紳航妊1ぞ・f・砺扱’」二4例’
　　晦，5、尼．77♂4〃ζ〃’∂
β）三・8・晦．砺’ノ・伽・殉フz’イ〃47ご／アずア，ジ
　　7．　7イぐ　／タ4／♪
’濯2・・β，徽一野ノ・8砺一一4配・一’協一
　　ぬ徽編1ρ・4．薇ゲ剛一〃膨伽・μ・
　　（〆ヲナま）
紛ア諺撒〃伽んチ伽’晦・互え女ナ・7鍬2け
　　ぐ／タ49）
4）嵜三管蜘酵議鉱身三壱∴履章晃着凍東（／鴛7）
切訊¢£］ゆ畝乙β．勿伽，ノ灼♂伽・耀プぜ
　　／4“タぐ／9’／）メゐ．〃メ耽痂，〃θ擁～吻沼ゑ尾
　　⑫磁汐．8β、死・．置’〃洋θタぷρ
濯）6，伽認記メ，伽編翻屍£鍵硲・
　　輝一、絃エλ討・”切
別田彬劇己蟹・・4zピ・タ＜”）
3“）宙仲　訟釧2よる・
、／、ρ顔＿一以勧．丁・翫娠・みつ
　　ケ8，〆〃8ぐ／タ♂の・
加商＿＿．ξ．A’脇門’厩叫喚・膨伽ぬ・
　　伽ワ．忽　675ご／タ♂2♪
お）o、圧．齢，」二姦・伽’ノに・・賀聲44で”ぐ〆）
、妙〃．癬ん、田町・〃認・」必7’ゐ〆θ”3，
2の訪ゑ勉＿〆万，伽翠黛吻’zz　7鼠
　　　　　　　　　　　　　伊3～
　　　θブ己・匿4，．＝・
タぢ）L∫」／備，磁∫読語∴砺．唾㌧ど・グが乞ジ競のジ
　　　タ8㍉ノ’　9ピ≧ノーr　／1タノこ∴ク⊃・．・
伽y
